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EWS-UX/V WSOS21 R7.2リリ ー スメモ

EWSR11072172-1 

1990 年 10 月

日本電気株式会社

日頃より弊社製品をご愛顧頂き有難うこざいます。 これよりご利用頂き

ます、 EWS4800 モデル 30 の基本ソフトウェア “EWS-UX/V WS0S21" 

R7.2のインストール方法等について補足説明させて頂きます。
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1 新規インスト ー ルのお客さまに

1.1 インスト ー ルする前に

インストー ルする際に必要な物を以下に示します．

1. 3, 5"フロッピィ・ディスクの場合

(a) インストール用フロッピィ ・ ディスク

(b) システム導入の手引

(c) 本リリー スメモ

2. CGMTの湯合

(a) インストール用CGMT

(b) システム導入の手弓 l

(C) 本リリー スメモ

尚、リリー ス内容、使用上の注意点等については、基本部のインストール終了後システムを立ち上げ、ログイン

をする際にコンソ ール上にメニュ ー形式で表示されます． （ワ ークステ ーションクイプの湯合のみ）

1.2 基本部のインスト ー ル

1. フロッビィ・ディスクからのインストールの湯合

(a) システムをフロッピィディスクで立ち上げます．

まず、リアパネルの MODE スイッチを ‘‘0" にセットしてリアパネルの電源スイッチを入れ、フロッピィ
"INSTALL #1" を挿入してフロントパネルの power on スイッチを押します． そのあと、ディスプレ

イに表示される指示にもとづいて、フロッピィ “INSTALL #2" 、 “INSTALL #3" をセットしていく

と、 RAM ディスクペースでシステムが立ち上がります．

(b) I NST ALLを実行します．

INSTALL Eヨ
Do you need Disk format? (y/n)旦 EJ

［注意］この時 “y’' を入力しますと、ディスクのフォ ー マットを行い、ディスクの内容はすぺて

クリアされてしまうので、御注意ください．

Floppy disk or CGMT (f/c) f G:ヨ

(c) 以下のメッセージがディスプレイに表示されたら、フロッビィ ・ ディスク OSbase#Ol をセットし

リク ーン ・ キ ーを押します．

OSbase install 
Mount install floppy OSbase #1 
Type RETURN when you ready ビヨ

(d) 以下のメッセージがディスプレイに表示されたら、フロッビィ ・ ディスク0Sbase#02 をセットし

リク ーン・キ ーを押します．

change tape, and hit return 圧ヨ
(e) (d) の操作をフロッピイディスクの番号順に繰り返し、フロッピィ ・ ディスクOSbaseの全てをイン

ストールします．

(f) 以下のメッセージがディスプレイに表示されたら ’'n "を入力します．

Continue ? (y/n) n G:ヨ

ー



(g) (c)~(f)の操作を、ディスプレイ の表示で指示されるフロッピィ ・ ディスクすぺてに対して行います．た
だし、マシンクイプがファイルサ ーパクイプ の湯合、NECwin 、NECwincmd 、 Turboはインストー

ルを行いません．

(h) 以下のメッセージがディスプレイに表示されたら、 “sync; sync’'と入力します．

INSTALL end 

sync; sync EJ 

(i) フロッピィ ・ ディスクを取り出します．

U）リアパネルのMODEスイッチを'2'にセットし、リアバネルの ＇ リセット ＇ ポクンを押して、ディス
クよりシステムを立ち上げます．

以上でインストール終了です．

また、マシンクイプがワ ー クステ ー ションクイプで、turbo機能が付いている場合は、(g)~(k)の操作を

Turboに対しても行ってくだ さい．

これで、Turbo firmwareがインストー ルされます．

2. CGMTから のインストールの湯合

(a)システムをCGMTで立ち上げます．

まず、基本ポードに接統するSCSI CGMT装置に媒体をセットし、SCSI CGMT装置 のSCSI-IDを
“6 ’'にセットします．つづいて、リアパネルのMODE スイッチを “4"にセットして電源を入れ、リア

パネルのリセットポクンを押します．しばらくすると、 RAM ディスクペースで自動的にシステムが立

ち上がります．

［注意］茎本ポード以外(IOC(S))に接続されているCGMT装置からは、システムを立ち上げ
ることはできません．また、SCSI-IDを ‘‘6 ’'以外にセットすると、システムが立ち上がらない

ので注意して下さい．ただし、 「N7689-81」のSCSI CGMTを使用する湯合は、出荷時に既
にSCSI-IDが “6"にセット されているため、とくにSCSI-ID のセットを意識する必要はあり

ません．

(b) INST ALLを実行します．

INSTALL E三］
Do you need Disk format? (y/n) n ビヨ

［注意］この時 ‘‘y"を入力します と、ディスク のフォ ーマットを行い、ディスク の内容はナペて
クリア されてしまうので、御注意くだ さい．

Floppy disk or CGMT? (f/c) £ 三］

(c)以下のメッセージがディスプレイに表示されたら、CGMTをセットし、アクセス可能状態となったらリ

クー ン ・ キ ーを押します．

Mount install CGMT 
Type RETURN when CGMT ready G:ヨ

(d)以下のメッセー ジがディスプレイに表示されたら、“sync;sync’'と入力します．

INSTALL end 

sync;. sy� ピヨ

(e)フロッピィ・ディスク、CGMTを取り出します．

(f)リアパネルのMODEスイッチを'2'にセットし、リアバネルのパネルの ＇ リセット ＇ ポクンを押し、

ディスクよりシステムを立ち上げます．

以上でインストール終了です．
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基本部のインストールが終了したシステムでは、 「3. リリースファイル名リスト」の表中の＊印のついていない

コンポーネントが登録され、基本コマンド、基本ライプラリ、エディク、C．
コンパイラ、 LAN 通償機能等が使用で

きます．

1.3 拡張部のインスト ー ル

拡張部については、基本部のインストール終了後システム運用時に必要な物だけインストールします．
インストールは次のようにおこないます．

1. 3. 5" フロッビィ ・ デイスクの場合

(a) root でログインし、スー パユー ザになります．

(b) インストールするフロッビィ・ディスクをセットします．

(c) 次のコマンドを実行します．

cd / G:ヨ
INSTALLOPTFD G:三］

(d)フロッピィディスクが複数枚ある場合は、一枚読み終えるごとに以下のメッセー ジがディスプレイに表示
されますので、番号順にフロッピィディスクをセットして、リ・クーンキ ーを押します．

change tape, and hit return G:ヨ

(e) (d)の操作をフロッピィ ・ ディスクの枚数分繰り返します．各フロッピィ・ディスクの内容については、
「 3. リリースファイル名リスト」を参照してください．

2. CGMTの場合

(a) root でログインし、スー パユー ザになります．

(b) CGMTをセットして、 CGMT装置が ready状態になるまで待ちます．

(c) 次のコマンドを実行します．

cd /回
INSTALLOPT コンボーネントコード［コンボーネントコード］ Eヨ

(d) コンポーネントコードについては、 「3. リリースファイル名リスト」を参照してください．

［注意］電子マニュアルのインストー ルは、必ずXウィンドウのインストー1 ルが完了してから行っ

て下さい．他のマシン上にあるXウィンドウシステムをリモートマウントして使用する湯合には、

1.5節「利用者へのご注意」の中の電子マニュアルに関する注意事項に従って下さい．

1.4 X ウィンドウのインスト ー ル

1.4.1 インストールする前に

インストー ルを行う際は、OS拡張部と同様に、 OSのインストールが終了し、システムが起動されてからイン
ストールを行って下さい．また、この際の作業は、スー パユ ＿ ザで行なって下さい．

1. バーティション

インストー ルツ ールでは、複数のパーティションにまたがったインストールはサボ ＿ 卜していません．

またこれは本物件の容量の大きさから ／ usr ハー プィション (/dev/dsk/04) に物件の全体をインストー

ルできないため、 ディスクの／dev/dsk/05 以降の一つのパーティションにインストールすることになります．
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2.他のマシンのリモートマウント

すでにネットワ ーク内の他マシンに本パージ宣ンのX Windowがインストールされており、自マシンには

インストールを行わず、そのマシンをリモ ートマウントして使用する湯合にシンポリックリンクファイルのみ
を作成する機能を提供しています．

インストールツールで対応しているのは、

•指定したディレクトリに含まれる内容が、

- Xcore · Xbase 

- Xcore • Xbase • Xext 

のどちらかであること．

•指定されたディレクトリが同ーバーティションであること．

であることが必要です．

3.シンポリックリンクについて

/usrパーティション配下にインスト ールした場合以外は、

/usr/bin/X11 

/usr/lib/X11 

/usr/lib/libX•.a 

/usr/lib/liboldX.a 

/usr/src/X11 

/usr/include/X11 

/usr/catman/x_man 

/usr/catman/x_jman 

などのシンポリックリンクファイルを自動的に作成します．

1.4.2 インスト ー ル

1.インストールツール 9の起動

次のコマンドを実行します．

INSTALLX G:ヨ

2.次のようなメニュ ーが表示されます． 実行するインスト ールの番号を入力してください．

Input the number 

1 .......... Xcore (10MB) 

2.......... Xcore, Xbase (23MB) 

3 .... \..... Xe ore, Xbase, Xext (37MB) 

4.......... Xext (14MB) 

L .......... link 

Q .......... quit 

(1, 2, 3, 4, L, Q) ? > 
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メニュ ーの項目はそれぞれ

1 Xcoreのみのインストールを行います．

2 Xcore • Xbase（基本環境）のインストールを行います．

3媒体の内容すべて(Xcore• Xbase • Xext)のインストールを行います．

4荼本環境が既にインストールされている場合に、 拡張部(Xext)のみを後で加えます． ただし、パーティ

ション及びディレクトリは基本環境と同じでなければなりません．

L Xウィンドウをリモートマウントして使う場合に、新規インストールと同じシンボリックリンクファイルの
作成のみを行います．

Q INSTALLXを中止します．

を表しています．

［注意] Xcore, Xbase, Xextのコンポーネントについては、 3「リリースファイル名リスト」を参
照して下さい．

3. メニュ ーの項目で選択したのが1~4の場合

•インスト ールするディレクトリを問い合わせてきます．絶対パスでインスト ールディレクトリを指定して
ください．

Input the directory (full path) 
＞ 

以下のような湯合はエラ ーとなり、再度入力を促してきますので、 もう一度ディレクトリを入力して
下さい．

ーディレクトリが絶対バスで指定されていない湯合

ー絶対パスで指定されたディレクトリが存在しない湯合

ーディスクの容量が不足している場合

•条件が満たされた場合、次のようなメッセ ー ジが表示されますので、 インスト ール媒体の種類を入力して
ください．

Floppy disk or CGMT (f/c) ?_ 

ここでCGMTかFDか、媒体を選んで下さい．

- CGMTの湯合
次のようなメッセ ー ジを出力します．

type RETURN when you ready 
(to quit INSTALLX, type 'q' !) 

CGMTの用意ができたらリク ーンキ ーを押して下さい．媒体を読み込みはじめます．終了後、必要
なシンポリックリンクファイルを自動的に作成し、インストールを終了します．
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- FDの湯合

次のようなメッセ ー ジを出力します．

*** Install FD 「#＃」（「＊＊」） *＊* 

Set 1th diskette, and hit return (to quit INSTALLX, type 'q' !) 

＊＊ ・・・ イン ストール内容名 （例Xcore)

一枚目のFDの用意ができたらリク ーン キ ーを押して下さい．媒体を読み始めます．続いてメッセ ー

ジがでますので、 メッセ ー ジに従ってフロッピ ーディスクを取り換えてください． その後、必要なシ

ンポリックリンクファイルを自動的に作成し、 イン ストールを終了します．

4. メニュ ーの項目で選択したのが5 (リンク）の湯合．

• どのディレクトリに、 イン ストールされたXウィンドウがリモ ートマウントされているか問い合わせま

す。絶対パスでディレクトリ名を入力して下さい．

Input the directory (full path) 

＞ 

•指定したディレクトリの内容について問い合わせます．該当する番号を入力して下さい．

What is installed in 「$$」?

1 ........ Xcore, Xbase 

2 ........ Xcore, Xbase, Xext 

(1, 2) ? > 

＄ ＄ ・・・ 指定ディレクトリ （例／X11R4)

•既存のXウィンドウ関連のディレクトリ・ファイルがすでに存在する場合、 1 ~4と同じく名前を出力

して終了します． これらを削除した後、再びイン ストールツ ールを起動して下さい．

•指定されたディレクトリにXウィンドウ関連のディレクトリ、 ファイルが 存在しない湯合は、再びディレ

クトリ名を問い合わせてきます．

• この後、必要なシ ンポリックリンクファイルを作成し、 イン ストールを終了します．

1.4.3 特定のファイルのみのインスト ール

ファイルを指定してインストールを行う湯合、INSTALLX を使用せず、 コマンドラインから直接コ マンドを入

力して、 イン ストールを行います．

1. イン ストールする前に

6
 



• コンポーネント・ファイル名

インストールを行う際、目的 のファイルがどの コンポーネントに含まれているか・どんなパス名で媒体

に入っているかを、あらかじめ調ぺておいて下さい．

•ディスク容量

添付のファイルのリストから、インストールを行おうとしているファイルのサイズを関ぺ 、ディスク容

量が十分かどうかをあらかじめ関ぺておいて下さい．

•シンポリックリンクファイルについて

既にインストールされているXのコンボーネント(Xcore · Xbaseなど）とは、別 コンポーネント（例

えば、Xext)のファイルをインストールする湯合などは、

（※例えぱ、Xext/usr/catman/x..man など）新たにシンポリックファイルを作成しなければならな

ぃ湯合 があります．

（例えば、In -s $DIR/usr/catman/x..man /usr/catman等）

すなわち、／usr 配下に物件の全てをインストー ルしたのでない隅り、以下のファイル・ディレクト

リ・及びそのディレクトリ配下のファイルはすぺて、シン ポリックファイルを作成する必要があります．

/usr/bin/X11 

/usr/lib/X11 

/usr/lib/libX.a 
/usr/lib/libX11. a 
/usr/lib/libXau.a 
/usr/lib/libXav.a 

/usr/lib/libXdmcp.a 

/usr/lib/libXmu.a 

/usr/lib/libXn.a 

/usr/lib/libXnv.a 

/usr/lib/libXt.a 

/usr/lib/liboldX.a 

/usr/include/X11 

/usr/src/X11 

/usr/catman/x_man 

/usr/catman/x_jman 

※ libX.a は、 libXll.a から作成するシンポリックリンクファイルです．

2.インストール手順

•作業ディレクトリ

インストール作業は、/tmpで行うようにして下さい．

• sync 

インストールの前後に、sync を実行して下さい．

•一時的なシンポリックリンクファイルの生成

イン ストールするディレクトリのシンポリックリンクファイルを／tmpディレクトリに、 コン ポーネン

トごとに作成して下さい．

例；インストールを行うファイル・ディレクトリが Xcore • Xbase に含まれる湯合．

# ln -s $DIR /tmp/Xcore 
# ln -s $DIR /tmp/Xbase 
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•インストール実行

インス トールのコマンドは、媒体によって異なります．CGMTでは “tar"、FDでは"far"となり
ます．

また、FDでは目的 のファイルが含まれているFDのみ使用すれば、インストールできます．

(a) CGMTの湯合

# tar -xvfbS /dev/rst/00 20 $FILE 

(b) FDの湯合

# far -xvf /dev/rfd/00 $FILE 

•一時的なシンポリックリンクファイル除去．

作成した／trnp配下のXcoreなどのシンポリックファイルを削除します．

•例

以下に、それぞれの媒体についての例を示します．

(a) CGMT 

# sync;sync 
# ln -s $DIR /tmp/$COMPONENT 
# cd /tmp 
# tar -xvfbS /dev/rst/00 20 $FILE 
# rm /tmp/$COMPONENT 
# sync;sync 

(b) FD 

# sync;sync 
# ln -s $DIR /tmp/$COMPONENT 
# cd /tmp 
# far -xvf /dev/rfd/00 $FILE 
# rm /tmp/$COMPONENT 
# sync;sync 

•変数名について

例で用いられている変数を次に示します．

(a) $DIR 
インス トールするディレクトリ名（例、/XllR4).

(b) $COMPONENT 
必要なファイルが含まれているコンボー ネントの名前（例、 Xcore}.

(c) $FILE 
インストールするファイルの（複数でも良い）、媒体内でのバス 名（例、 Xcore/usr/bin/Xll/kt.crm

Xb 邸e/usr/bin/Xll/ oclock). 

1.5 利用者へのご注意

標準ログイン名の利用について

パスワードファイル(/etc/passwd)に標準登録されている各ログイン名を利用する湯合には、スーバー
ユーザでpasswdコマンドを実行し、バスワードを再設定してください．

ログイン名root にはパス ワードが設定してありませんので、スー パーユーザでpasswdコマンドで設

定してください．
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なお、パスワ ードを設定しない場合には、パスワ ードファイル (/etc/pasaswd) の該当するログイン名

のパスワ ードフィール ドを削除してください．

passwd コマンドについては『ユーザ コマンドリファレンス』の PASSWD{l) を参照してくださ
し‘

パスワ ードファイル (/etc/passwd) については『プログラミングリファレンス』の PASSWD(4) を

参照してください．

tt ログインによるシステムの終了について

コンソ ール画面からログイン名 shutdown でログインすることによって、自動的にシステムを終了させ

ることが できます．本機能 を利用する湯合には、スーパーユーザで passwd:::r マンドを実行 しパスワ ードを設
定してください．

passwd:::r マンドについては『ユーザ コマンドリファレンス』の PASSWD(l) を参照してくださ
し‘
． 

［注意］ 本機能は他にログインしているユ ーザがいる湯合でも、無条件にシステムを終了させます．
shutdown でのログインは必ずコンソ ール画面から行ってください．

m シングルユ ーザモードでの制限事項

シングルユーザモー ドで動作中は、ウィンドウの全消去を行わない で下さい．

切 本体前面のスイッチによるシステムの終了について

システム運用中に、本体前面にあるスイッチを押下することにより、自動的にシステムを終了させることが
できます．

［注意］本機能は、他にログインしているユーザがいる湯合でも、無条件にシステムを終了させます．

v hdfo�mat コマンドをお使いになるお客さまへ

今回 hdformat コマンドでは、—v オプシロンで実行を問い合わせるようになります．また、 一Sオプシ璽

ン（サイレントモード）が使用できます．

名前

hdfonnat ー ハ ードディスクの物理的フォ ーマッティング

形式

hdfonnat [options] specialfile 

機能説明

hdformat は、指定されたハードディスクのディスク種別の表示あるいは物理フォ ーマッティング
を行います． hdformat には、次のオプションを指定することが できます．

-f specialfile ディスク種別の表示あるいは物理フォ ーマットを行うハ ードディスクのパス名を spe
cialfile で指定します．

-t ハ ードディスクのプロダクトIDのN型番あるいはD型番を表示します．

-v ハ ードディスクの物理フォ ーマットを行います．本オプションを指定すると、次の
メッセ ー ジでフォ ーマッティングを本当に実行 するかを問い合わせてきます．

"Format /dev/rsd/cOtOdOsO? (y/n): 11 

-s 本オプションを指定すると、サイレントモー ドとなり、問い合わせメッセ ー ジ等の

出力を行わずに物理フォ ーマットを実行します．

， 



NECが提供する、各ハードディスクのフォ ーマット時間の目安（最小値）を以下に示します．不良
セククの代替処理が発生した湯合には、そのセクク数分、時間が加算されます．

I ディスク容量(MB) | 147 328 662 

I フォ ーマット時間（分） I 15 25 45 

使用例

注意

内蔵5インチ(662MB)ハードディスクのフォ ーマットは、以下のように行いまナ．

hdformat -v -f /dev/rsd/c0t0d0s0 

以下の場合、hdformat コマンドは異常終了します．

• specialfileがキャラクク型でない、場合．

• specialfileが対象ユニットの第0バーティションでない場合．

• specialfileに対応するドライパがconfig(lM)コマンドでカ ーネルに組み込まれていない場合．

• specialfileがマウントされている湯合．

閲連情報

DK0(7), DKS(7), SD(7) 

m ディスクレスシステムをご利用のお客さまへ

EWS4800モデル30をディスクレスサ ーパとしてお使いになる場合、ディスクレスモデルEWS4800モ

デル2、モデル4の立ち上げ時に以下のメッセ ージがコ ン ソ ー ルウィンドウ上に表示されますが、システム異

常ではありません．

SCSI Driver is not configured. 

scmkdev: getscedt(): failed 

vii ccコマンドをお使いになるお客様へ

1. R7.lから、最適化のレペルを更に進めるオプションが利用可能となりました（以下、便宜上、この最適
化を

＂
高度最適化

＂
と呼ぴます）．高度最適化指定を行うと、レジスクが有効に活用され、実行効率が向

上します．また、関数のインライン化等の最適化も行われます・高度最適化の指定方法は、以下のように

環境変数を設定した上で、従来通りの最適化指定のコンバイル時オプション “-0"を指定してください．

# setenv OPTIM HLOPTIM /• cshの場合 ＊／ 

shを使用している場合も、同様に、環境変数 “OPTIM"に “HLOPTIM"を設定してください．

$ OPTIM=HLOPTIM /＊ shの場合 ＊／ 
$ export OPTIM 

"HLOPTIM"以外の文字列が設定されている湯合、或は、何も設定されていない場合は、従来通りのレ

ペルの最適化となります．

但し、高度最適化指定を行うと、 コンパイル速度が遅くなります．また、高度最適化指定を行うと、関数
のイン ライン展開が行われますので、従来の最適化を指定して生成されたオプジェクトよりもオプジェク

トのサイズが大きくなります．

イン ライン展開のようにオプジェクトサイズが増大する傾向にある最適化項目を抑止する湯合は以下のオ

プショ ンを指定し最適化を行って下さい．

-Ksz -0 
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2. オプジェクトの互換性は、従来通りの最適化指定の有無、高度最適化の指定の有無に関わらず、全て保証

されます（即ち、リンク・実行可能です）．

No. 

1 

2 

3 

4 

但し、 1．で述べた高度最適化指定をしてコンバイルしたオプジェクトは、従来(R7.1以前）のオプジェ
クト、または、 R7.1で最適化指定をしないオプジェクト、 R7.1で最適化指定をしたオプジェクトと、

下記の点が異なりますのでご注意ください．

•従来のオプジェクトでは、最適化指定の有無に関わらず、スタック・フレームは、スクック・ポイン
ク(%sp)と、フレーム・ポインク(%fp)との二つのポインクで管理されていました．しかし、

R7.1から、高度最適化指定を行うと、フレーム・ポインクによる管理がなくなり、スクック・ポイ
ンクのみの管理となります（以下、便宜上、 このようなオプジェクトを” フレー ムレスなオプジェク
ト

＂

と呼びます）．具体的には、従来、関数の入口、出口にあった'‘link” 、 “unlk’'命令が削除さ
れ、実行効率が上がります．

この高度最適化指定をして生成されたフレームレスなオプジェクトは、デパッガによるスクック・トレー

スが行えなくなります（詳細は、 「ユー ザコマンド リファレンス」 cc (1)を参照してください）．

この為、高度最適化項目のうち、フレームレスなオプジェクトを生成する最適化項目のみを抑止し、従来

のスクック管理のままとしデバッガによるスクック・トレ ースを可能とする機能をサボートします．指定

方法は、高度最適化を指定したうえで、更に、以下のように環境変数 “FRAMELESS"に文字列 “FALSE"
を設定してください．

# setenv OPTIM HLOPTIM /• cshの場合 ＊／ 

# setenv FRAMELESS FALSE /• cshの場合 ＊／ 

環境変数 “FRAMELESS"の設定は、環境変数 ‘‘ OPTIM"に文字列 ‘‘HLOPTIM"が設定されている
ときのみ有効となります． ‘‘FALSE"以外の文字列が設定されている湯合、或は、何も設定されていな
い場合で、かつ高度最適化の指定が行われている場合は、フレームレスなオプジェクトが生成されます．

コンバイル時のオプションと環境変数により生成されるオプジェクトと最適化レペルとの関係を次に示し

ます．

コンパイル時 環境変数 環境変数 説明
のオプション OPTIMの設定 FRAMELESSの設定 最適化のレベル 生成されるオプジェクト

-0 HLOPTIM FALSE以外 高度最適化 フレームレスなオプジェ

または無し クト
-a HLOPTIM FALSE 高度最適化 従来のスクック管理の

オプジェクト
-a HLOPTIM以外 無効 通常の最適化 従来のスクック管理の

または無し オプジェクト

無し 無効 無効 非最適化 従来のスクック管理の
オプジェクト

3. 1．で述ぺたように高度最適化を指定すると、レジスクが有効に活用されます．即ち、プログラム中で多

用される定数や変数は、可能な限りレジスクに割り付けられます．一方、 MC68882 の浮動小数点デー

ク用レジスクは、ハ ード的に常に拡張精度 (80 ビット）でデークを保持している為、実数濱算を行う湯

合は、 メモリを経由した計算結果よりも、高度最適化指定によりレジスクを活用した計算結果の方が、高

精度になる湯合がありますので注意が必要です．

4. 高度最適化は、明示的にregister宜言されていない自動変数でも可能な限りレジスクに割り付けます．
どの自動変数がレジスクに割り付けられるかは実際にコンパイルされたオプジェクトを分析してみない限

り判りません．従って、ライプラリsetjmp(）を使用しているプログラムを高度最適化指定でコンバイル
する湯合は、注意が必要です．詳細は、

「ユ ー ザコマンド リファレンス」 cc (1) 
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「プログラミング リファレンス」

を参照してください．

setjmp(3C) 

血 CC コマンドでFPA（浮動小数点演算高速化付加機構）機能をお使いになるお客様へ

CC コマンドにより、FPA用のオプジェクトを生成する湯合は、次のいずれかのオプシ璽ンをコンバイル
時に指定してください．いずれのオプションも指定しない湯合は、従来通りMC68882用のオプジェクトが生

成されます．

-ffpa 

実数演算に対して、FPAを利用するコ ードを生成します．但し、このオプションを指定して作成された
オプジェクトと、このオプションを指定しないで作成されたオプジェクトとをリンクした湯合、動作は保

証されません．

-ffpax 

実数演算に対して、FPAを利用するコードを生成します．このオプションを指定して作成されたオブジェ
クトと、 MC68882用として作成されたオプジェクトとは、 CC コマンドに “-ffpax’'を指定して、リン

クを行うことができます．但し、このオプションを指定して作成されたオプジェクトは、互換を保つ為、

“-ffpa ’'を指定して作成されたオプジェクトに比較して多少効率が落ちます．又、プログラムで、float

型、或は、double型の返却値を持つ3Cライプラリ（例えば、drand48,strtodなど）、及び3 Mラ
イプラリを使用している湯合は、 “-ffpa"では無く、 “-ffpax ’'の方を指定してください．また、opt，打7

によりFPA用として作成されたオプジェクトとリンクする湯合も ‘‘-ffpax"の方を指定して下さい．

各オプジェクトの組み合わせ毎のリンクの可否を次に示します．

無し ffpa 
オプジェクト生成時の

(MC68882用 (FPA用
コンバイルオプシ賓ン

オプジェクト） オプジェクト）

無し ゜ X 

ffpa. X ゜

ffpax ゜ X 

0: リンク、実行共に可．
X: リンクできてしまうが、動作不正．

例1 . cc testl.c -ffpa -c 

/• test 1. cを 一ffpa でコンパイル． ＊／

cc test 1. o test2. c -o test12 -ffpa 

ffpax 

(FPA用

オプジェクト）

゜

X 

゜

/• test2.cを 一ffpa でコンバイルし、test1. oとリンク． ＊ ／

例2. cc xxxl.c -c 

/* xxx1.cを68882用でコ
・パイル． ＊ ／

cc xxxl.o xxx2 .c -o xxx12 -ffpax -lm 

/* xxx2. cを 一ffpaxでコンパイルし、 xxxl. oとリンク． ＊／

江 基本ソフトウェア以外のソフトウェアを御利用されるお客様へ

基本ソフトウェア以外のソフトウェアは、インストールの際にその利用を許可するための情報がシステム

に登録されます．しかし、ハ ードウェア障害が発生した湯合、この情報が失われる湯合がありますので、イン

ストールを行った際には必ずフロッビィヘ情報を保存しておいて下さい．フロッビィヘ保存するコマンドとし

て／usr/nec/bin/pibackupが提供されています．（詳細は「システム管理者リファレンス」を参照して下さ

x I et c/rc. localファイルでのホスト名の設定について

基本部インストール直後の再立ち上げ時に、次のようなエラ ー メッセージが出力されます．
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re.local: HOSTNAME undefined 

これはインストール直後では／etc/re.localファイル中でホスト名が設定されていないためです．

ネットワ ークを使用する湯合は、／etc/re.localの変数HOSTNAMEの値に、そのワ ークステ ーションが
持っているホスト名のうち代表的なホスト名を設定してください．

スクンドアロンで使用する湯合、特に設定するホスト名がないので、システムノ ード名を設定してくださ

ぃ．例えぱ、

HOSTNAME.. ‘ /bin/uname -n' 

のように設定してください．

/etc/re.localファイルの詳細については、 『システム導入の手引』の「ネットワ ークのセットアップ」

の項を参照してください．

xt ソフトウェアプロテクトのメッセー ジ

システム立ち上げ時に下記のメッセー ジが表示された湯合には、スーパユ ーザにてgetsystemidコマンド

を実行して下さい．

*＊＊＊*＊＊****＊＊＊＊＊＊＊＊*＊＊＊＊*＊*＊＊ 

• SOFTWARE PROTECTION • 

• COPY to EEPROM from DISK • 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

xii 日本語入カシステムの変更

日本語入カシステムが以下のように変更になりました．

•なるぺく少ないキ ー操作で日本語入力できるようになりました．＾〇または区巨匡K:ローマ字かな漢字変

換入カモ ードになります．

•ローマ字かな変換およびかな漢字変換キ ーの操作をカスタマイズできるようになりました．

●辞書を取り扱う部分を別のプロセスとして分離したサーバ・クライアント方式になりました．

•カクカナの単語が辞書に含まれ、変換が容易になりました．

旧日本諾入カシステムも準備してありますので利用することができますがデフォルトでは新日本語入カシス

テムが用いられます．新日本語入カシステムで旧日本話入カシステムとほぼ同様の操作で使用することもでき
ます．旧日本語入カシステムのライプラリをリンクしているアプリケ ー シ璽ンをご利用になる場合は旧日本語

入カシステムのインストー ルを行う必要があります．インストールの方法については、 「拡張部のインストー

ル」の項を参照して下さい．

詳しくは日本語機能利用の手引を参照して下さい．

xiii Xウィンドウについて

1.制限事項

•クライアント

(a) xmh 

- 2, 3のコマンドは正しく動作しません．

(b) twm 

ー関数のConstrainedMoveTimeは正しく動作しないことがあります．

ーアイコンマネ ー ジャ ーのハイライトが正しく動作しないことがあります．
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• サ ー パ

(a) X ConfigureWindowの stackェodeが正しく動作しません．

(b)ボインク／キ ーポードのグラプがエラ ーを発生させたときのエラ ー コ ードが不正です．

(c) ButtonReleaseMaskゃButtonMotionMaskのみをイペントマスクに指定しても無効です．

(ButtonPressMaskを一緒に指定しないとこれらのイペントが受け取れません）

(d) StructureNotifyMaskおよびSubstructureMaskに対してCirclulateNotifyイペントが

生成されません．

(e) Xウィンドウ 使用時に，MWFウィンドウに何かしらの出力があると， Xサ ー パがスト ー ルする

湯合があります．

2.注意事項

• クライアント

(a)ウィンドウマネ ージャ ー

標準のウィンドウマネ ージャ ーが twm になり、システムのデフォルトのウィンドウマネー

ジャ ーは uwmから twmに変更されました。

(b) xtermおよび kterm

- =geomの指定ができなくなりました. -geometry geomに変更して下さい．

- CTRLキ ーを押しながらマウスの第2ポクン ， 第1ポクンを素早くクリック すると， 1つめ

のメニュ ーが消えないで残ることがあります．

ー ファンクションキ ーおよびア プリケ ーションキーバッドキ ーの発生するキ ー コ ードがMWFウィ

ンドウ のものと異なります．これらのキ ーを使用するプログラム（例え If'r e) を利用すると

きは注意して下さい。

(c) kterm 

- -fr kanafont で半角カナを指定するようになりました．

ー カット＆ペ ーストの方式が変わり、 セレクションを使う ようになりました．

(d) kterm及び 日本語ア テナウィジット使用のユーザAP
ICCCM採用により、 R4のkterm及び日本語アテナウイジット使用のクライアントか

ら、R3のセレクション ・ コンパウンドテキスト未対応APへのペ ーストができません．

ただし互換性のため、R3の kterm を contrib/ktermR3としてリリ ースしています． セレ

クション・コンパウンドテキスト未対応APとの日本語 のカット＆ペ ーストを行われる湯合は、

それをお使い下さい．

(e) xcalc 

-analogオプションがなくなりました．

(f) xfd 
-fn fontnaITieの指定は省略できなくなりました． また、 ー fw, -bf, -fl, -in, 

-verbose, -grayオプションがなくなりました．

(g) xmh, xclipboard, xmanおよびxfd

ユーザインクフェ ースの改良にともない，操作方法が若干変わりました．

(h)一部のクライアント
StringConversion Warnings のリソ ース値を"on"に指定しなければ、 エラ ーが発生したと

きの結果が不正となる場合があります．

(i)前パ ージョンでリリースした以下のクライアントは、 本パージョンではマニュアルから削除され

ました．

14 



pbm 

puzzle 

xshell 

xlOtoxll 

0)以下のクライアントは、リリースを行いません．

xmore 

xprkdb 

xpseudoroot 

mlterm 

xdvi 
wm 

機能的にxlessに含まれるため．

機能的に xmodma.pに含まれるため．

R4からはMITからの正式版から除外されたため．
多菌語フォントをサボートしていないため

機能的に texxに含まれるため．
R4からはMITからの正式版から除外されたため．

(k)以下の demoクライアントと contribクライアントは、今回はリリ ースを行いません．

• サーバ

space worm xcolors 

xfish xgranite xhanoi 

xphoon xqix rtl 

(a) RGBデークペースが変更になり、 より実際の色に近くなりました．

(b）カラ ーシス テムにおいて， カ ー ソルバク ーンとして指定できるピットマップは， サイズが64X

6 4のものに限られます．

(c)ペルの音量と長さの指定は無効です．

• ライプラリ

ICCCMの採用により、Xライプラリレペルでのクライアントの作成に制約が生じます．
標準のウィンドウマネ ー ジャ(twm)やクーミナルエミュレ ー ク(xterm)等がICCCM準拠

となりましたので、 これらとクライアン日間通信を行うAP等でICCCMに定められた規約と反す

るものには不具合の発生する可能性があります；
従って、 APが標準でサボ ートされるクライアントと共存するためにはICCCMに準拠するよう

に作成する必要があります． ICCCMについては「Xライプラリプログラミングの手弓l」を参照し
て下さい．

本物件のライプラリを使用したアプリ
・

ケ ー シ曰ンは、 OS/R7.1または X Window R8.1の日本

語環境がインスト ールされていなけれぱ、日本語入力機能は使用できません．

(a) Xライプラ））

- libXll.a 
再 コンパイルが必要な変更点

i. I CCCM対応により， X SizeHints構造体が変更になりました．

ii. XLookupKanjiStringの仕様が変更になりました． ただし、 コンパイル時に-DXN.BC

オプションを指定することにより、従来との互換を保つことができます．

ー 日本語ユ ーティリティを使用して日本語入力を行う場合、以下のリンクオプシllンを指定して

下さい．
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（日本語ユーティ リティ） -lXn -lXmu -lXll -liroha 

上記についての詳細は『Xライプラリプログラミングの手弓1』を参照して下さい．

(b) Xツ ー ルキット

一本パージョンのツ ー ルキットを使用する場合，以前の環境でコンバイルしたオプジェクトファ

イル と リンクしても正常に動作しません． ツ ー ルキットを使用しているプログラムは， 本バー

ジョンの環境下で再コンパイルを行って下さい．

ー ツ ー ルキットを使用して日本語入力を行う場合， リンクオプションはつぎのようにしてくださ
し‘・

（ ツ ー ルキット）

- libXt.a 

ソ ー ス修正が必要な変更点

i. 以下の構造体が変更になりました．

ApplicationShellClassPart 

ConstraintClassPart 

CorePart 

ShellClassPart 

TopLevelShellClassPart 

'fransientShellClassPart 

VendorShellClassPart 

WMShellPart 

-lXnw -lXmu -lXt -lXn -lXll -liroha 

CompositeClassPai·t 

CoreClassPart 

OverrideShel!ClassPart 

Shel!Part 

TopLeve!Shel!Part 

TransientShel!Part 

WMShel!Cl邸 sPart

ii. XtinitProc型の関数． XtSetValuesFunc型の関数．

X tEventH andler型の関数の引数が変更になりました．

上記についての詳細は『Xツ ー ルキット プログラミングの手弓1』を参照して下さい．

- libXaw.a, libXnw.a 

ソ ー ス修正が必要な変更点

i. クロックウィジットが削除されました． （ただし、従来との互換を保っため、今回のリリー

スではサボートしています）

ii. リストウィジットで使用される XtListRettu'IlStruct 構造体が変更になりました．

iii. スクロ ー ルバーウィジットを使用するときのインク ル ー ドファイル

ScrollP.hが ScrollbarP.hに変更になりました．

iv. スクロ ー ルバーウィジットで使用するリソ ー ス名XtNtopが

XtN topOIThumbに変更しました．
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v. テキストウィジットが使用するシンクとソ ースがオプジェクト（ウィンドウを持たないウィ

ジット）として定義されるようになりました．

vi. asciiStringWidgetClass では表示している文字列はアプリケ ーション内のメモリに格納
されていましたが， asciiTextWidgetClass ではウィジット内のメモリに格納されます．

以下の項目は本来ソ ース修正が必要ですが、 コ ンパイル時に -DXAW_BC
を指定することにより、互換性が保たれています

i. インクルードファイルのバスが変更になりました．

例）
/usr/include/X11/Label.h 

↓ 
/usr/include/X11/Xa"1/Label.h 

(Xll →Xll/Xaw) 

ii. Xt で始まるシンポル名はすぺてXawで始まるシンポル名に変更しました．

例）
XtTextBlock 

↓ 
XawTextBlock 

(Xt →Xaw) 

iii. スクロールバーウィジットを使用するときの、 インクルードファイル名が変更になりました．

例）
Scroll.h 

↓ 
Scrollbar.h 

iv. テキストウィジットの邸ciiStringWidgetClass と asciiD iskWidget Class が 1 つのク

ラス asciiTextWidget Class になりました．

v. テキストウィジットでXtNtextOptions リソ ースで指定していたオプションがリソ ースに

なりました．

vi. Vペインウィジットはペインウィジットに変更になり． それにともないシンポル． ファイル

名が変更になりました． 上記についての詳細は『Xツ ールキットプログラミングの手弓1』を

参照して下さい．

xiv SCSI 滋気テープ装置 (N7604-81) および (N7689-82) をご使用のお客さまへ

1. SCSI-ID の設定

滋気テープ装置の SCSI-ID は出荷時 0 に設定されていますので、必ずご使用前に設定を変更する必要

があります．

SCSI-ID とスペシャルファイルの関係については、付録 C の SMT(7) の項を、 SCSI-ID の設定方
法については装置の取り扱い説明書をご参照ください．

SCSI-ID の設定とスペシャルファイルが正しく対応していない湯合、 アクセスできませんのでご注意

下さい．

2. lseek 使用時のご注意
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1本のテープにマルチファイルを構成する湯合は、ファイルにまたがった!seekは結果が保証されませ

ん．アプリケ ーシllンプログラムでlseekをご使用になる湯合は、シングルファイルでご使用下さい．

lseekに関する詳細は『システム管理リファレンス』を参照して下さい．

3. mtmodeコマンド

SCSI滋気テー プ装置では、従来の班気テープ装置とは異なり、固定長モード／不定長モード、 MT

互換モード／BSD-V互換モードの区別はありません．したがって、 mtmodeコマンドはSCSI滋気テー

プ装置を対象としていませんので、ご注意下さい．

4.最大I/0サイズ

writeシステムコールで指定するデ ー ク長は、最大 61440 バイトです．これ以上のサイズを指定する

と、最大 61440 バイトに分割して磁気テープ装置に対してwriteを実行し、テープには、 61440 バイト

のレコードと残りサイズのレコードが記録されます．writeシステムコールで指定するデー ク長は 61440

パイト以下にてご使用願います．

なお、 『システム管理リファレンス』の SMT(7) にはレコードサイズが最大65536 バイトと記載され

ていますが、 61440 の誤りですのでご注意下さい．

xv DINA 通信機能をお使いのお客さまへ

1. di nastatについて

R 7. tから、EWS上のDINA通信におけるネットワ ークの構成要素の状態・属性を表示するdina

stat コマンドが使用可能となりました．そのオプション及び機能を以下に示します．

• d In as tat -e [EWSホスト名］

指定されたEWSのdlnadaemonに関する情報を出力します．指定を行わなかった湯合は、

自EWSに関する情報を出力します．

• dlnastat -h ［ノ ード名］
指定されたノ ード名に関する情報のみを出力します．指定を行わなかった場合は、全てのノ ード名に
関する情報を出力します．

但し、ここでいうノ ード名とは／etc/DINA/nodesに記述されているものです．

2.サイクリックトレ ースについて
R 7. tから、メモリヘの負担を少なく、長期的にトレ ースを採取するオプションの使用が可能になりま

した．以下に、トレースの採取方法を示します．

• dlnadaemon立ち上1打寺

dinadaemon -ctbn (1 � n :i. 9) 

と指定します．bnはトレースファイルのプロックサイズ(1プロックは 8kパイト）を指定する際

に用い、nにより1~9まで指定することができます．bnによるプロックサイズの指定がなかった

湯合、プロックサイズは1となります．

● トレ ースを採取したい事象が生じた後

kill XXXX (XXXXはプロセス番号）

とオプシ詈ン無しでdinadaemonを終了させ、 ps コマンドでその終了を確認してくださ
し‘
． 

● トレースは／tmpディレクトリに

DINAcdttrc. X. Y (X, Yは0~9)

というファイル名で2つできます．ファイルの内容は非アスキ ー形式ですので、 dinatrace コマ
ンドを用いてアスキ ー化を行ってください．また、トレースは指定プロックサイズの 1/2 のサイズ

で、交互に2つのファイルに出力されますので、時問よりその前後を判断してください．

初1 電子マニュアルを利用する際の注意事項

18 



•電子マニュアルはXウィンドウ上で動作します．電子マニュアルのインストールは、Xウィンドウのイ

ンストールの後で行って下さい．また、Xゥィンドウをインストールせずに、 他のマシンのXウィンド

ウをリモ ートマウントして使用する場合には、電子マニュアルをインストール後、以下のファイルをX

ウィンドウがインストールされているマシンにコピーして下さい．

/usr/lib/X11/app-defaults/EMan 

• R7.lの電子マニュアルで参照できるマニュアルは、 「IDLIIの帳票作成」のみです． このマニュアルは、

「IDLTOOL (UB1255-21)」の一部としてリリースされているものです．

IDLTOOLをインストールした後、スーパユーザで次のコマンドを実行して下さい．

/usr/nec/bin/eman -i dir 四

dirは、電子マニュアルの知識部がインストールされているディレクトリの絶対パス名を表します．
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2 リリースファイル名リスト

2.1 コンポ ー ネントの一覧

コンポーネント コード ディスク容量 r. \ 内容
［単位：512byte]

.,... 

,. 

OSbase 36335 カーネル基本機能．

UNIX オペレーティングシステム、 基本コマンド、エディク、 C コ

ンバイラ、基本ライプラリを含みます．

以下の全ての、 コンポーネントをインストールナる際に、必ずインス
9、

トールされていなけれぱばならない コンボーネントです．

Net base 2299 通信系基本機能．

通信系のシステム コール、 ライプラリが勤作するための環境ファイ

ル、 コマンドを含みます．

Netext 5685 通信系拡張機能．

通信系荼本機能を使った各種の コマンドを含みます．

機能についての詳細は
＂ ネットワ ーク利用の手弓l" を御覧下さい．

本コンボーネントが機能するためには、 Netbase コンボ＿ネントが

必要です．

Nfs 876 ネットワークファイルシステム．
ネットワ ーク上でファイルシステムを共有するための機能 (NFS)

を提供するための各種のファイルを含みます．

機能についての詳細は
＂

分散ファイルシステムNFS 導入／運用の

手引
”

を御覧下さい．
本コンポーネントが機能するためには、 Netbase, Netext コンポー

ネントが必要です．

Yp 1774 イエロ ーペー ジ．

ネット
、

ワ ー ク上でファイルを共有するための機能（イエロ ー ペ ー ジ）
を提供するための各種のファイルを含みます．
機能についての詳細は

＂

分散ファイルシステム NFS 導入／運用の手

引
＂

を御覧下さい．
本コンボーネントが機能するためには、 Netbase, Netext コンポー

ネントが必要でナ．

NECwin(*4) 1845 NEC ウィンドウシステム基本機能．

NEC ウィンドウシステムの荼本機能を提供するための各種ファイル

を含みます．

NECwincmd(*4) 9201 NEC ゥ
・

インドウシステム コマンド．
NEC ウィンドウシステムの コマンドを含みまナ．

機能についての詳細は
＂ 基本ウィンドウ利用の手引

＂

を御覧下さい．

本 コンボーネントが機能ナるためには、 NECwin::r ンポーネントが

必要です．
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コンポー ネントコー ド ディスク容量 内容
［単位：512byte]

Xcore(*2) 18406 X の 必要最小限の 環境を揃えたものです． これは他 AP が動作する
ためのもので、

.. (, ヘ
9
し 、. ・ クーミナルエミュレ ー タ

フォント、 xinit、 xdm
し

` . . �� � i · • 
等から成ります．
本コンポー ネントが機能するためには、 Netbase コンボーネントが
必要です．

Xbase(*2) 24448 これと Xcore 部をあわせたものがX の基本環墳になります．
本コンボーネントが機能するためには、 Netbase, Xcore:::r ンボー

ネントが必要です．

Xext{*2) 26318 X の拡張部である、
`· 

� '，， コントリピューション、 デモ、サンプル
ドキュメント、オンラインマニュアル

'し1'． 9.t., 9ヽ ．． 

＇ 等の部分が含まれます．
本コンポー ネントが機能するためには、 Netbase, Xcore, Xb邸e

コンボー ネントが必要です．

Jlrohabase 620 日本語入力基本機能．
日本語入カシステムを使うのに最低必要 なファイルを含みます．

' ... ·• t '1ヽ 本コンボー ネントが機能するためには、 Netbase コンポー ネントが
必要です．

Jlrohaserv 3607 日本語入カサーパ機能． J 

. - 日本語入カシステムのサーパ機能を提供するファイル群、辞書ファイ

ヽ ＇
9,l ＇ ルを含みます．

本コンポー ネントが機能するためには、 Netbase, Jlrohab邸e コン
ポーネントが必要です．

Jlrohasgs(*l) 1394 日本語入力SGSファイル．
日本語入カシステムのライプラ））を含みます．．． 

r .. i . .＇, Tr 本コンボーネントが機能するためには、 Netbase, Jirohab邸e コン
ポー ネントが必要です．

Jdaemon 2755 日本語 ‘‘Jda.emon" （旧日本語入カシステム）．
日本語 ‘‘Jdaemon" 機能を提供する各種ファイルを含みます．
R6.1 までにリリースされたアプリケ ーションで、 日本諾入カライプ
ラ リをリン クしている物を利用するには、本コンポネントのインス
ト ー ルが必要です．

Bnu 1\ �, .' 1420 基本ネッ・トワ ー クユ ー ティリティ．
cu, uucp 等、主に RS232C を使う UNIX 間の通償機能を提供す

. r るファイルを含みます．

Acct 977 システムアカウントユー ティリティ．
システム運用における統計情報を採取するためのユーティリティ群を
含みます．

Lp 942 プリンクユ ー ティリティ．
プリンク機構を提供するためのファイルを含みます． Lpr とは、別
のプリンク機構です．
機能の詳細は、＂ システム管理／運用の手引の第 4 章 4.3 LP 

スプーリングシステム＂ を御覧下さい．
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コンボーネントコ ード ディスク容量 内容

［単位：512byte]

Lpr 1482 ネットワ ークプリンクユ ーティリティ．

プリンク機構を提供するためのファイルを含みます． Lpとは、別の

プリンク機讀です．

機能の詳細は、 「システム管理／運用の手弓l」の第4章4.3 LPR" 
＇ を御覧下さい．

本コンポーネントが機能するためには、 Netbase, Netextコンボー

ネントが必要です．

Optd(*l) 523 光ディスク．

光ディスク関連のコマンドを含みます．

Gpib(*l) 143 GPIB. 

GPIBのスペシャルファイル、ライプラリを含みます．

Impp(*l) 35 IMPP. 

IMPPのスペシャルファイル、 ヘッダファイルを含みます．

Eman(*l) 1978 電子マニュアル．

・電子マニュアル機構部

・リソ ースファイル、 ヘルプ情報 ＇ ＇ 

4 ・フォント、 パクーン

本コンボ ーネントが機能するためには、 Netba.se, Xcore, Xba.se, 

Xextコンボ ーネントが必要です．

Man(*l) 2593 manコマンド．

manコマンドが使用する英文オンライン・マニュアル

Emul(*l) 74 他社機エミュレ ー タ(EW Sを他社機の端末とする）．

VTlOOエミュレ ーク

For tran(*l) 588 FORTRANプログラムをプログラム単位に分割したり、 ratfor言

語およびEFL言話のプログラムをFORTRANプログラムに変換

する各種コマンド．

Acos(*l) 1425 ACOSコミュニケーク（レペル2Aの通償回練を介してACOSシ

ステム(AC0S4/6)を接続）

・ファイル転送 · TSS利用 ， 

．． 

・ジョプ転送

Wan(*l) 3568 ワイドエリアネットワ ーク．

WAN通閤幾能．

· DINA通信、簡易DINA

·.HDLC/SDLC, X.25, BDLC, BSC手順
，． 

• OSI（セション、トランスポート）
本コンボーネントが機能するためには、 Netbaseコンボーネントが

必要です．
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コンボ ーネントコード ディスク容量 内容
［単位：512byte]

Graf(*l) 2784 グラフィックユー ティリティ．

tek4014端末上で動作するグラフ関連のコマンド及びライプラリ．

Cisam(*l) 278 CISAMファイル．

• C-ISAMのライプラリ及びコマンド

Ffile(*l) 1475 高速ファイル管理 ．

•高速ファイル管理のライプラリ及びコマンド

Dklesscmn(*3) 6119 ディスクレスシステム共通部．

クライアントのカ ーネル作成環境、ネットワ ー クプートファイルを含

みます．
本コンボーネントが機能するためには、 Netbase, Netext, Nfs::r 

ンポーネントが必要です．

Dklesspriv(*3) 7705 ディスクレスシステム固有部．

クライアントのルートファイルシステムに格納されるファイル群を含

みます．
本コンポ ーネントが機能するためには、 Netbase, Netext, Nfs, 
Dklesscmnコンポーネントが必要です．

Turbo(*4) 196 高速描画機構用ファ ームウェア．
基本部のインストール時に、高速描画機構が設置されていれば、自動

的にインストールされます．

*l 拡張部本コンポーネントのインストールは、"1. 3 拡張部のインストール＂

を御覧下さい．

*2 Xウィンドウ部本コンポーネントのインストールは、"1.4/2. 3Xウィンドウのインストー ル
＂

を御

覧下さい．

*3 ディスクレスシステム部本コンボーネントのインストー ルは、 『システム導入の手引』 第5章「ディスクレ

スシステムの構築」を御覧下さい．

*4 選択部基本部をインストー ルする際に、インストー ルツ ー ルがハードウェア等の外部環境に応じて、自動的に

選択インストールするコンボーネントです．

無印：基本部 "1. 2墓本部のインストー ル” で、インストー ルされるコンポーネントです．

＊パージョンアップインスト ー ルをされる方へ

本パー ジョンでは、従来のコンポーネントを、新たに編成し直しました．例えば、BASEOSコンボーネント

は、複数のコンポーネントに細分化されました．これを利用すれば、さしあたって不用なファイルを消しておき、後

にそのファイルが必要になったときに、インストールし直すということが容易にできます．

従来のBASEOSコンボーネントに相当する、OSbaseを初めとする新規の複数のコンポーネントは、0

ptd以外は全て従来通り、"1. 2基本部のインストー ル＂ によってインストールされます．
Optdコンポーネントは、R 6. 2迄は、基本部のインストールによってインストー ルされましたが、本パー

ジョンにおいては、このコンボーネントは、基本部ではなく、拡張部として扱います．従って、光ディスクをお使い
の方は、Optdコンボーネントを、"1. 3拡張部のインストール＂ の手順に従って、忘れずにインストー ルして
下さい．バー ジョンアップされる方は、特にこの点にご注意願います．

従来のコンボ ーネントと新規のコンボーネントの対応は、以下の通りです．一つ一つのファイルがどのコンボー

ネントに属するかについては、次項で説明します．
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従来 新規
BASEOS I OSbase 

Netbase 
Netext 
Nfs 
Yp 
Jdaemon 
Bnu 
Acct 
Lpr 
Lp 
NECwin 
NECwincmd 
Optd 

GRAPH I Graf 
CATMAN I Man 
CISAM I Cisam 

Ffile 
Gpib 

EMUL I Emul 
FORTRAN I Fortran 
ACOSCOM ， Acos 
WAN ， Wan 

2.2 媒体中のファイル名の一覧

/usr/nec/release/classlistディレクトリにコンポーネント毎のファイルの一覧を内容とするファイルが
登録されています．以下の手順でコンポーネント中のファイル名を知ることができます．

cd /usr/nec/release/classlist B 

more "class-name" G:ヨ

フロッピィ媒体の場合は、"class-name"は媒体中のラベルに表記されています． Optd, Gpib, Imppは、ラペル
に"Optd, Gpib, lmpp"と表記されており、同一の媒体に入っています．
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付録A. configコマンドで変更可能なシステム定数一覧

1. 実装メモリサイズごとのデフォルト値

システム定数名 実装メモリサイズ
4~8MB 9~16MB 17~32MB 

NBUF 32 64 128 
NINODE 300 300 300 
NFILE 200 200 200 
NMOUNT 16 16 16 
NCALL 60 80 100 
NPROC（注） 100 100 100 
MAXUP 50 50 50 
NCLIST 100 120 140 
NHBUF 64 64 64 
NPBUF 20 20 20 
SPTMAP 200 300 400 
SSPTMAP 400 600 800 
WMMSIZE 64 128 128 

注） NPROCのデフォルト値はXウィンドウの使用を想定していますので、Xウィンドウを使用し
ないユーザはこの値ー2 0をデフォルト値として再指定すればユ ー ザ使用可能メモリが約28Kパ
イト増えます．

2.各定数の説明

【NBUF】 ファイルシステム上のファイルアクセスを高速化するために、システムがメモリ上に持つキャッ
シュバッファの数です(1エントリ約8kパイト）． メモリに余裕があるシステムでは、このバッファ数
を増やすことにより実I/0が減り、ファイルアクセスが早くなります．
反面、あまりバッファ領域を取り過ぎるとその分メモリを圧迫するので、プロセスを起動した際にスワッ
プが起こりやすくなります． スワップが発生すると、逆にシステム全体の性能が低下したように見えるの
で注意して下さい．
また、他のシステム定数を大きくしてメモリが不足した状態でこの値を極端に大きくすると、以下のエラ
ーメッセー ジがコンソ ールに出力されれてシステムが立ち上がらなくなるので注意して下さい．

panic: binit 

[NINODE】 システム上の全プロセスが、 同時にアクセスできるinodeテープルのエントリ数です(1エ
ントリ約1 6 0バイト）．
システムは、 APがアクセスしているファイルシステム上の各ファイル（通常ファイル、ディレクトリファ
イル、特殊ファイル等）をinodeテープルによって管理しています． システム全体でアクセスされている
ファイルシステム上のファイルがこの定数を越えた場合には、以下のエラ ーメッセー ジがコンソ ールに出
力されますので、値を増やして下さい．
また、 NFILEもNINODEとほぼ同数使用されるので、 NFILEも同様に増やして下さい．

inode table overflow 

【NFILE】 プロセスがopen(2),creat(2),dup(2)システムコールを発行した湯合に使用されるシステム管理
テープルのエントリ数で、システムの全プロセスのオープン可能なファイル数を意味します(1エントリ
約2 0パイト）．
このテープルが足りなくなった場合には、以下のエラ ーメッセー ジがコンソ ールに出力されますので、値
を増やして下さい． また、 NINODEも同様に増やして下さい．

no file 

【NMOUNT] ディスク上のファイルシステムのマウント可能な数です(1エントリ約4 0バイト）．
ディスクを増設した場合などにこの定数を増やす必要があります．
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もし、この値を越えた数のファイルシステムをマウントしようとすると、 mount(2) システムコールが EBUSY
でエラーリクーンします．

なお、 NFS はこの定数に関係しないので、リモー トマウントするファイルシステムに関しては、この定
数を増やす必要はありません．

【NCALL】 ソフトウェア割り込みを実現するためのシステムクイムアウトテープルのエントリ数です (1
エントリ約1 6 バイト）．

通常、この値は変更する必要はありませんが、以下のエラー メッセージがコンソールに出力された湯合．
値を増やして下さい．

panic: Timeout table overflo'II 

【NPROC】 システム内のプロセステープルの数です (1エントリ約1. 5 Kバイト）．
設定数は端末数やユーザごとの使用プロセス数に合わせて調整します．

設定数以上にテ ープルを使用しようとすると、 fork(2) システムコー ルが EAGAIN でエラ ーリタ ーンし
ます．

【MAXUP】 1ユーザ（ス ー パユ ーザ以外）が生成できる最大プロセス数です（値の増減によるメモリ使用
量の変動はありません）．
この値は理論上はNPROC ー システムプロセス数まで指定可能ですが、1ユ ーザがシステムのプロセス
テープルを占有しないよう、多くともNPROC の 9 0 ％以下にすることを推奨します．

設定数以上にプロセスを生成しようとすると、 fork(2) システムコー ルが EAGAIN でエラーリクー ンし
ます．

なお、ここでいう「1ユーザ」とは同一のユーザIDをもったユーザを意味します．

【 NCLIST 】 RS232C、PTY等のキャラクク型デパイスドライバが共通に使用するシステムバッファ
の数です (1 エントリ約1 0 0 パイト）．
通常、この値は変更する必要はありませんが（減らすと端末のレスポンスが低下する場合があります）、
以下のような場合、値を増やすと効果がある湯合があります．

RS232Cのボ＿ 卜に通常の端末以外の、デーク転送頻度の高い周辺装置を接続し、その結果他の端末

のレスポンスが低下した湯合．

【NHBUF 】 システムのキャッシュパッファのハッシュテープルのエントリ数です (1 エントリ約 7 0 パイ
ト）．

通常． この値は変更する必要はありません（減らした湯合、テープルサ ー チの効率が低下します）．

【NPBUF 】 プロックデバイスに対する raw-I/0 や、ストリ ーマ／MT等のデバイスにアクセスナる際に使
用するバッファヘッダの数です (1エントリ約 7 0 バイト）．
通常、この値は変更する必要はありません（減らした場合、 I/0効率が低下する場合があります）．

【SPTMAP,SSPTMAP】 システムページテープルマップを管理するテープルエントリ数です(1エント
リ8バイト）．
通常、この値を変更する必要はありませんが、以下のエラー メッセージがコンソ ールに出力された場合、
値を増やして下さい．

No kernel virtual space 

【WMMSIZE】 NEC ウィンドウを使用する場合のウィンドウマップメモリの大きさです．
なお、ウィンドウマップメモリの詳細については『荼本ウィンドウドライパ説明書』の「2.6 WMMにつ
いて」を参照して下さい．
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付録 8. 光磁気テ
企
ィスクシステム利用時の御注意

1. 光磁気テ
⇔
ィスクシステムのハード構成（こついての御注意

"EWS-UX/V 

以下の通りです。

WSOS21" R 7. 2における光磁気テ
゜

ィスクシステムの表大構成（よ、

なお、 “WSOS21（モデル3 0) " では、 "WSOS20（モデル10/20/50/

6 0)
＂

と比べて、 ハー ド構成上、 若干の違いがありますので御注意下さい。

scs111·ス

SCSI-1D#l~B 
LUN#O 

＊注2
テ・ィスりイン9 7ェース .SCSI-ID#7 

-

.slot#O 
＊注1 SCSI-ID#l~6 

LUN#O 
3
5

 

注
注

＊
＊

 
E冑$4800

クリース・

モテ
・ ル 30 

VM EII
・ ス

I 

I 

＇ 

' 

I 

I 

I 
＇ 

＇ 

＇ 

I 
I 
I 

＇ 

I 
｀ 

I 
＇ 

I 

I 
I 

I 
I 

＊注2

SCSIパス

SCSI-ID#0~6 
SCSI -I D#7 

＊注2

SCS 1-1 D110~6 
ch#Ox60 

＊注l ＊注2

SCSIII
・ス slotll2 

SCSI-10#0~6 

LUN#O 

＊注4
LUN#O 

LUN#O 

SCSI-ID#7 

2
 
#
1

 

ot
注

1
*

 

s
 

I
I
I

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

 

9

1

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

＇

 

＊注2

SCSI-ID#0~6 

＊注4
LUN#O 

ch#Ox61 
＊注l ＊注2
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＊注1) 光磁気テ勺スり装置が接続されているSCSI/1
・ スを示すためのス 07 卜番号は、 以下の通りです。

•本体直結のSCSI/\
・ ス ： 0 

・ス01卜1に装着された IOC(S) （チャiル番号Ox60と設定されているもの） ： 1 

・ス01卜2に装苦された IOC(S) （チャiル番号Ox61と設定されているもの） ： 2 

＊注2) SCSI-ID番号は、
•本体直結のSCSI/\

・ ス接続の場合、 他の装置と重ならない様に、 1~6 のいずれかに設
定して下さい。 (0は、 内蔵1\-ドテ万スりに既に割り当てられています。）

• IOC(S)に接続の場合、 他の装置と重ならない様に、 0~6 のいずれかに設定して下さ
し‘°

＊注3) 本体直結のSCSI/\
・ ス接続の場合、 光磁気テ勺ス 9装置とN7689-82 （カー ド）が:;• MT) と合わせて

表大2台まで接続可となっております。 従って、 か� 1),:;· lilTと合わせて接続の場合、 光臨
気ディスク装置は1台のみの接続となりますのでご注意下さい。

＊注4) IOC(S)に接続の場合、 光磁気テ•4スク装置は表大2台まで接続できます。

＊注 5) 本体直結のSCSII＼・ スには内蔵11-ト ・ テ勺スクが接続されているため、クステムの性能等を考應しま
すと、 光磁気テ・ ィスり装置に対して常時、 頻繁に了クセスする場合には、 IOC(S)に接続される
ことをおすすめします。
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2. ．光磁気テ
・

ィスクスペシャルファイルについて

2. 1 光磁気テ→

ィスクスペシャルファイル SMO 

名

説

•

•

 

前| smo: 光磁気テ
・ ィスク (51ンチ，両面600MB,光磁気記憶書き換え型）

9

,

 

明

光磁気テ
° ィスクスペシャルフTイルは、システムの通常のパッファリング機能を介して光磁気

ディスクにアク七スするので、物理的なテ
゜ ィスクレコ ー ドを意織することなく読み書きできます。

また、光磁気ディスクとユ ー ザの1/0パッファとの間で、直接デー ク転送を行うことのでき
る raw型インクフェ ー スもあります。 raw 型では、 1回の1/0要求を、必ず1回の1/0
操作で行いますので、一般に、 raw型インクフェ ー スの方が効率がよくなります。 r aw 型光
磁気テ

ー ィスクスペシャルファイルの名前は、 r s moです。

綸理フォ ー マットについて
光磁気テ

・ ィスクスペシャルファイルでは、 2種類の9合理フォ ー マットがあります。

・フォ ー マット形式0 :ボリュ ー ムラベル、管理情報等の領域部分を空けてアク七スし
ます。通常は、このフォ ー マット形式を使用してください。

・フォ ー マット形式1 :他システムの媒体を扱う為のフォ ー マット形式です。
媒体全体を丁ク七スすることが可能です。

開始セクり＃ セクり数

。 6
 

6 297976 

がりュームうヘ・ ル部

テ・ ーり部

305!1B 
5959527'07り

7t-7叶形式1
の7りセス範囲

7t-マ叶形式〇
の了クセス範囲

297982 2
 

が1/ュー ムうぐル部

（注） 1セりり ＝ 102411・ イト． 17• 0 7り ＝ 51211 ・ イト
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.
9
 

メジャ ー マイナ番号について
・ メジャ ー装置番号

プロ ック型 ： 1 9 

キャラクク型： 7 7 

・ マイナ装置番号
MSB 7 6 5 4 3 2 1 0 LSB 

I ①ス… I ②SCSI-ID I ③LUN I ④ | 
①ば1卜番号 ：光磁気テ勺スク装置が接続されているス01卜番号一0 ~ 3 
②SCSI-ID :光磁気テ勺スク装置（マスり）に設定したSCSI-ID - 0 ~ 7 

③LUN :光磁気デはり装置の9倫理ユ：：1卜番号 ー。
④7t-マ叶形式：9倫理7ォ ーマ叶形式種別 ―亡 7ォーマ叶形式0 - 0 

7t-マ叶形式1 -

スベシャルファイル名形式

/ d e v / [ r ] s m o / c # 1 t #2 d #3 f #4 

r : キャラクク型スペシャルファイルを表す。
#1 : 光磁気テ

令

ィスク装置が接続されているスロット番号。
#2 : 光磁気テ

→

ィスク装置のSCSI-ID。

#3 : l合理ユニット番号。

#4 : フォ ー マット形式種別。 [0 or 1] 

＇ 

注 意

*1/0単位 について

光磁気ディスク装置では、 1 0 2 4パイト(1七クク）単位でアク七スしなければならない

というハ ー ドの制約が あります。
そこで、 光磁気ディスクに対しキャラクク型デパイスとLて 、 r e ad (2) 、 w r i t e 

(2)システムコールによる1/0を行う場合には注意が必要です。 以下に、 その注意が必要
なものを挙げ、 対応策を示します。

· ta r(l) :1プロック5 1 2バイトを基本としていますので、 プロッキンク
ヽ・

ファク
クを2の倍数の値で指定して下さい。 なお、 一r及び 一Uオフ

’
シ ョ ン

は、 プロッキングファククの指定ができないため使用できません っ

• d d (1 M) ：プロックサイズを1 0 2 4の倍数の値で指定して下さい。

• mkfs (lM)：スー パープロ ック(5 1 2パイト）を書き込むにあたって問題となるの

で、 キャラクク型デパイスを使用しないで下さい。 光磁気テ
＾

ィスク上に

ファイルシステムを作成すると きは、 プロック型テ
＾

パイスを指定して下

さし‘°

・ ユ ー ザープログラム：lseek(2)をコー ルする場合には、 オフ七ット値offs et
を、 1 0 2 4パイトの倍数で指定して下さい。

また、 read (2)、 write (2)をコ ー ルする場合には、

l/0要求カウントn b y t eを、 1 0 2 4パイトの倍数で指定して

下さい。

なお、 以上の対応策を取らなかった場合には、 1/0を行う前にチェ ックされ、 エ ラーとして

処理されます。
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＊スペ シャルファイルについて

本シ ステムでは、 以下に示す スペ シャルファイルのみ提供しています。
スD1卜番号＝1. SCSI-1D=O. LUN=O の光磁気テ

・

ィスク装置
/dev/smo/cl tOdOfO : 7• o,り型 7す ーマ叶形式0
/dev/smo/cltOdOfl : 7•0サ型 7t-マ叶形式1
/dev/rsmo/cltOdOfO : キャうりり型 7ォ ーマ叶形式0
/dev/rsmo/cltOdOfl : キャ99り型 7ォ ーマ叶形式1

従って、 その他の構成で光磁気ディスク装置を接続して使用する場合には、 相当するスベシ
ャルファイルの作成が必要です。

*EWS4800モデル10/20/50/60の光磁気ディスクシステムとの互換性について

媒体については、 完全互換です。 しかし、 スペ シ ャルファイル名及びマイナ番号の付与規準
が変更となっているため注意が必要です。

例えば、 モデル10/20/50/60で作成されたユ ー ザプログラム等で、 光磁気ディスクスベシャ
ルファイル名を文字列で意檬しているものがある場合には、 互換スペシャルフ,.イルを使用す
る、 またはユ ー ザプログラム等を変更するなどの処置を行って下さい。 なお、 互換ス ペシャル
ファイルについては、 ODを参照して下さい。

三/dev/smo/* 
/dev/rsmo/* 
/de v/o d/* 
/dev/rod/* 
/dev/sod/* 
/dev/rsod/* 

三
「システム管理リファレンス」

1'D1ク型デII・ イス
キャうり9型テ•I\・ イス
互換71イル 7•0,り型千11·イ1. 7t-マ叶形式0
互換77イル キャうり9型千11·イス 7ォ ーマサ形式0
互換77イル 7 ・ いり型デI\ ・ イス 7t-マ叶形式1
互換77イル キャうク9型ヤ11·イス 7ォ-7叶形式1

d d (1 M), m k f s (1 M), o d format (1 M) 
「ユ ー ザコマンドリファレン ス 」

odsetname (1). tar (1) 
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2. 2 光磁気テ
→

ィスクスペシャルフTイル OD 

名

説

,

.

 

前］ 。d : 光磁気ディスク (EWS4800モデル10/20/50/60との互換スヘ ・

1ャル7叶A,)

明

本スペシャルファイルは、 EWS4800モデル10/20/50/60との互換用光磁気テ
⇔

1スクスペシャルフ
ァイルです。

本スペシャルファイルは、 光砒気テ
ー

ィスクスペシャルファイルSMOとリンクしています。

なお、 リンク関係は以下の通りです。

加卜番号＝1. SCSI-ID=O, LUN=Oの光磁気ディスク装置
/dev/od/00 → /dev/smo/cltOdOfO : 7'01ク型
/dev/sod/00 → /dev/smo/cl tOdOfl : 7'Dサ型
/dev/rod/00 → /dev/rsmo/cltOdOfO : キャうりり型
/dev/rsod/00 → /dev/rsmo/cltOdOfl : キャうりり型

7ォ ー マ叶形式0
7ォ ー マ叶形式l
7す-7叶形式0
7す ー マ叶形式1

光磁気テ
や

ィスクスペシャルファイルの詳細は、 SMOを参照して下さい。

三
/dev/ od/* 
/dev/sod/* 
/dev/rod/* 
/dev/rsod/* 
/dev/srno/* 
/de v/ r srno/* 

互換7Tイル 7• D1り型デI\ ・ イス 7ォ ー マ叶形式0
互換7Tイル 7• aガ型デI\・ イス 7:tー マ介形式l
互換7Tイル キャうりり型ヤI\・ イス 7:t ー マ叶形式0
互換7Tイル キャうり9型千I\・ イス 7:t-1介形式l
T a1り型テ ・ パイス
キャうりり型千II・ イス
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2. 3 スペシ ャルファイルの作成

光磁気ディスク装置にアク七スするためには、 光磁気テ
→

ィスクスペシ ャルファイルが必要です。
インスト ール時、 本システムでは、 スa，卜番号＝l. SCSI-JD=O. LUN=O の光磁気ディスク装置の

スペシャルファイルのみ用意しています。

従って、 その他の構成で装置を接続し、 使用する場合には、 相当するスペシャルファイルを、
mkn od (lM)コマンドで作成して下さい。

＜例＞

スn，卜番号＝1. SCSI-ID=!. LUN=Oの光磁気テ
⇔

ィスク装置のスペシャルファイルの作成
①スー パユ ー ザr o o tでログインする。
②以下のコマンド列を実行。

SU〉mknod /dev/smo/cltldOfO b 19 72 
SU〉mknod /dev/smo/cltldOfl b 19 73 
SU〉chmod 600 /dev/smo/cltldOf? 
SU〉chgrp root /dev/smo/cltldOf? 
SU〉mknod /dev/rsmo/cltldOfO c 77 72 
SU〉mknod /dev/rsmo/cltldOfl c 77 73 
SU〉chmod 666 /dev/rsmo/c!tldOf? 
SU〉chgrp root /dev/rsmo/cltldOf? 

＜スペシ ャルファイルー登＞

7. n1り型スヘ・ クャル： iゲャ番号 I 9, 7りセスそ― f' 600, t-t!D root, ゲル-7'1D root 
キャうりり型スヘ・ クャル： iヅャ番号 77, 7クセスモ ー ド 666, t ー ナID root, ゲルー7• I D root 

”イル名 マイナ
(7t-71卜形式0〉 番号

/dev/[r]smo/cOtldOfO 8 
/dev/[r]smo/c0t2d0f0 16 
/dev/[r]smo/c0t3d0f0 24 
/dev/[r]smo/c0t4d0f0 32 
/dev/[r]smo/c0t5d0f0 40 
/dev/[r]smo/c0t6d0f0 48 

/dev/[r]smo/cltOdOfO 64 
/dev/(r]smo/cltldOfO 72 
/dev/[r]smo/clt2d0f0 80 
/dev/〔r]smo/clt3d0f0 88 
/dev/〔r]smo/clt4d0f0 96 
/dev/[r]smo/cltSdOfO 104 
/dev/(r]smo/cltGdOfO 112 

/dev/[r]smo/c2t0d0f0 128 
/dev/[r]smo/c2tld0f0 136 
/dev/[r)smo/c2t2d0f0 144 
/dev/[r]smo/c2t3d0f0 152 
/dev/〔r]smo/c2t4d0f0 160 
/dev/[r]smo/c2t5d0f0 168 
/dev/[r]smo/c2t6d0f0 176 
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71イル名 マイナ
(7t-71卜形式1) 番号

/dev/[r]smo/cOtldOfl 9 
/dev/[r]smo/c0t2d0fl 17 
/dev/[r]smo/c0t3d0fl 25 
/dev/(r]smo/c0t4d0fl 33 
/dev/[r]smo/c0t5d0fl 41 
/dev/[r]smo/c0t6d0fl 49 

/dev/(r]smo/cltOdOfl 65 
/dev/[r]smo/cltldOfl 73 
/dev/[r]smo/clt2d0fl 81 
/dev/[r]smo/cl t3d0fl 89 
/dev/[r]smo/cl t4d0fl 97 
/dev/[r)smo/cl t5d0fl 105 
/dev/[r]smo/cl t6d0fl 113 

/dev/[r]smo/c2t0d0fl 129 
/dev/[r]smo/c2tld0fl 137 
/dev/[r]smo/c2t2d0fl 145 
/dev/[r]smo/c2t3d0fl 153 
/dev/[r〕sm。/c2t4d゜fl I 。 I
/dev/[r]smo/c2t5d0fl 169 
/dev/[r]smo/c2t6d0fl l 7i 



3. 光磁気ディスクドライバのエラーメッ七ージ

表示形式 → SMO: dev =#d (c:#s t:#i d:#1): J1t-'I·テキスト (l'jーステーりス）
#d ……-―- 光磁気テ勺スク テ・ 1\ ・

イス番号
#s ---：一 0-―-光磁気テ

・ ｛スク スD7卜番号
#i --------- 光磁気テ・ は' SCSI-ID 
#1 --a------光磁気テ

・

ィスク 9倫理ユニ1卜番号

SMO: dev =#d (c:#s t:#i d:#1): device not ready 
光磁気テ•4スク 装置に媒体が装着されていません。

対処 ・

ドライプに媒体を装着して下さい。

SMO: dev=#d (c:#s t:#i d:#1): device off line 
光磁気テ勺スり装置の竜源がoff、 または接続されていません。

対処
装置の電源をonにする、 または接続を行って下さい。

SMO: dev =#d (c:#s t:#i d:#1): incompatible cartridge 
この媒体は互換性のない•ものであり、 1/0できません。

SMQ: dev=#d (c:#s t:#i d:#1): not attached 
指定された光磁気千はクスヘ

’

ツャル77イルのマイナ番号が不正です。

SMO: dev•#d (c:#s t:#i d:#1): unknown drive type 
接続されている装置が光磁気テ・

ィス9装置ではありません。

SMO: dev =#d (c:#s t:#i d:#1): BUS ERROR : CONNECT failed 
装置への命令発行がエラーとなってできませんでした。

SMO: dev =#d (c:#s t:#i d:#1): DATA PROTECT : write protected 
書き込み禁止状態の光磁気ディスク媒体 に書き込み動作を行いました。

対処

書き込み可能な媒体を使用して下さい。

SMO: dev=#d (c:#s t:#i d:#1): HARDWARE ERROR : (11セ ー ク ＊ ）
光磁気テ万スり装置に依存する障害です。

対処

サポート機関に連絡して下さい。

SldO: dev =#d (c:#s t:#i d:#1): MEDIA ERROR : illegal DDS format media detect 
この媒体は物理フォーマットが互換性のないものであり、 1/0できません。
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SMO: dev=#d (c:#s t:#i d:#1): MEDIA ERROR : DDS read error 

光磁気テ ・ ィスク媒体上の管理情報 (DDS)が読み取れない、 または媒体上に管理漕粧が書かれ
ていません。

対処

媒体がフォ ー マッ1、 されていない湯合は、 フォ ー マットをおこなって下さい。
媒体がフォ ー マット・済みのものである場合は、 媒体をアンロ ー ドして再度ロ ー ドし、 再
試行して下さい。 それでも、 エ ラ ー となる場合は、 媒体を別のものと交換して下さい。
または、 サポ ー ト機関に連絡して下さい。

SMO: dev=#d (c:#s t:#i d:#1): IIEDIA·ERROR : U1セー ク＊ ）
光磁気テ勺スり媒体に依存する障害です。

対処

媒体をアンロ ー ドして再度ロ ー ドし、 再試行して下さい。 それでも、 エラ ー となる場合
は、 媒体を別のものと交換して下さい。
または、 サポ ー ト機関に連絡して下さい。

SMO: dev=#d (c:#s t:#i d:#1): UNRECOVERED ERROR 

その他の光磁気テ勺スり装置または媒体に依存する障害です。
対処

サポ ー ト機関に連絡して下さい。
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4. ·. 光磁気テ
”

｛スク運用支援機能（光磁気テ
”

iスク運用支援コマンド）利用時の御注意

" WSOS21 （モデル 3 0)
＂ では、 " WSOS20 （モデル 10/20/50/60)"

に比べて光磁気テ
＇

ィスクのスペシ・ャルファイル名が異なっていますので注意が必要です。

光磁気テ
°

ィスクのスペシャルフ,.イル名についての詳細は、 本リリ ー スメモの
2. l 光磁気テ

・

ィスクスペシャルファイル SMO 

2. 2 光磁気ディスクスペシャルファイル OD 
を参照してください。

以下に " WSOS21" と " WSOS20" におけるIn1卜番号＝ 1. SCSI - I D=O, LUN=Oの光磁気
ディスク装置の媒体をフォ ー マットする場合の使用例を示します。

" WSOS21 (モデル3 0)
＂ の場合

%odformnt /dev/rsmo/cltOdOfO 

" WSOS20 （モデル 10/20/50/60)
＂ の場合

%odformat /dev/rod/00 

光磁気テ
．．

ィスク運用支援機能（光磁気テ
・

1スク運用支援コマンド）については、 「ユーザコマ
ンドリフアレンス」の ods etn ame (1) を参照してください。
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1. はじめに

EWS4800モデル30では新設計の装置を使用しているため、システムの利用に
於いて、若干の差異がございます。ここでは、その利用上の注意点についてご説明致し
ます。

特に、周辺系装置に付きましてはより汎用的で柔軟な装置の接桟を可能とするため、
SCSIインター フェイス系接桟装置のデバイス管理方法が変更されておりますので、
ご注意下さい。

2. デバイス管理

EWS4800モデル30では、拡張性の高い、汎用的で柔軟な装置の接院を可能
とするため、SCSIインタフェー ス接続装置 （ハ ー ドディスク、CGMT、1/2
MT、光磁気ディスク） のデバイス管理方法を変更し、装置の接続位置を意識した管
理を可能にしています。

SCSIインタフェース接院周辺装置の利用に当たりましては、本項にて記述され
ます事項を十分ご理解の上ご利用下さい。

2. 1 SCSIデパイス概説

SCSl(Small Computer System Interface)とは複数台の各種周辺装置をコンピュ ー タ
に接続するためのANSIの規格です。SCSIに準拠したディスク、テー プ等のSCSIデバイ
スをディジチェー ン（いもづる）接院することができます。ディジチェー ン接院の両端
には終端抵抗を接読しなければなりません。EWS4800シリ ー ズでは本体側の終端抵抗は
内蔵されていますが、ディジチェー ンの最遠端のSCSIデパイスには終端抵抗を接院し
なければなりません。 また、SCSIデバイスを接綬しない場合は、本体のSCSIコネクタ
に終端抵抗を接院しなければなりません。

EWS4800シリ ー ズでは基本装置でサポ ー トしているSCSI（標準SCSI)と増設のVME-SCSI
(IOC(S)）ポ ー ドでサポ ー トしているSCSI（オプシaンSCSI)があります。各SCSIはスロ
ット番号により識別します。 標準SCSIの場合スロット番号は0です。オプシ II ンSCSIの
場合VME-SCSIポ ー ドが挿入されている1から始まるスロットの番号です。(VME-SCSI
(IOC(S)）ポ ー ドはポ ー ド上のディップスイッチによりスロット番号に対応したチャネ
ル番号の設定が必要です。チャネル番号はスロット番号I, 2,.．．に対しOxBO, Ox6 I,... 
です。 他のVMEボー ドも同様です。）

1つのSCSI上には最大8台までのSCSIデパイスを接紐することができます。各SCSIデ
バイスには0から7より一意のSCSI-IDを設定しなければなりません。ただし、基本装置
およびVME-SCSIボー ド自体もSCSIデバイスであり、SCSI-IDとして7（固定）を使用しま
す。また、内蔵ディスクは標準SCSIに接続されSCSI-IDとして0（固定）を使用します。
（標準SCSIのSCSI-IDBはCGMTプー トで使用しますので、CGMTのSCSI-IDとして使用する
ことを推奨します。）

各SCSIデバイスは通常0から7の論理ユニット番号で識別される論理ユニットを制御
します。制御できるユニットの台数等はSCSIデバイスごとに異なります。ほとんどの
EV/S4800シリ ー ズ用SCS（デバイスは論理ユニットと一体となっており、論理ユニット番
号として0のみを使用します。また、標準SCSIは0以外の論理ユニット番号をサボ ー ト
していません。

SCSIデバイスの接院および注意、制限事項につきましては、本体ならびに個々の装
置の取り扱い説明習を参照してください。
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下記の図にスロット／SCSI-IDについて具体的に説明します。

EWS4800/30 本体
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‘
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I sXX I は、SCSIデバイスです。
l l 
スペシャルファイルとの関係は次の通りです。
c?t?dO 

T 7
―

千
I I L—常に。

I L-SCSI-ID（タ ー ゲット）番号＇ スロット（コントロー ラ）番号

2
 

スロット2
I 

拡張スロット （コントロー ラ）

・標準DISKは、スロット： o· -S C S I - I D : 0 固定です。
•標準スロットに接院されたSCSIデバイスのスロットは0固定です。
•拡張ボ ー ドは、下段からスロウ·卜1、 スロット21こなります。
•SCSI-IDは、各々のスロットのSCSIバスにユニ ー クに設定します。
•装置についているSCSI-IDは変更が可能です。装置のSCSI-IDの

設定方法については各装置の取り，扱い説明書を参照してください。
•それぞれのSCSIデバイスに対応するスペシャルファイルは、システム

起動時にscmkdevコマンドにより作成されます。例えば、s21のスペシャル
ファイルは、／dev/?_??f.c2tld0?？となります。
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2. 2 スペシャルファイル

2. 2. 1 モデル10, 20, 50, 60との違い

EWS4800/30ではシステムに接綬されたSCS)デバイスを一意に識別するためにSCS)デ
パイスのスペシャルファイルが変更されました。

• EWS4800/10,20,50,60 
ディスク /dev/(r]dsk/?? 

/dev/rst/?? CGMT 
1/2MT(R7.1以降）
町（非SCSI)
光磁気ディスク

/dev/rsmt/え

/dev/rmt/?? 
/dev/(r]od/?? /dev/[r]sod/?? 

• EWS4800/30 
... 

ァィスク
CGMT, 1/2MT 
光磁気ディスク

/dev/[r]sd/c?t?d?s? 
/dev/rsmt/c?t?d?[n] 
/dev/[r]smo/c?t?d?f? 

2. 2. 2 SCSIスペシャルファイル

EWS4800/30におけるSCSIデバイスのスペシャルファイルの形式を以下に示します。

形式

説明

例

/dev/[r]<dev-na日e>/c<slot>t<scsl-ld>d<Jun><depend>

SCS［デパイスのスペシャルファイルは、 デバイスタイプ（デバイスド
ライバ）を識別する<dev-name>、SCS［デパイスの接院アドレス（スロ
ット番号／SCSI-ID/論理ユニット番号）を識別するコントロ ー ラ／ター
ゲット／ドライプ識別子c?t?d?、パーティシ●ン番号／リワインド指
定／フォ ー マット種別等デバイスタイプに依存した付加情報より構成
されます。

[r] 
<dev-name> 

<slot> 

<scsi-ld> 
<lun> 
<depend> 

rはrawデバイスを意味します。
デバイス名

sd ハ ードディスク
smt CGMT, 1/2MT 
smo 光磁気ディスク

スロット番号
0 標準SCSI
1-3 オプシaンSCSI

SCSI-ID 0-6 
論理ユニット番号 0-7
デバイス依存部

デバイス名とデバイス依存部は以下のように対応します。
/dev/[r]sd/c?t?d?s<part> 

<part> パーティシ霞ン番号0-7
/dev/rsmt/c?t?d?[n] 

[n] nはリワインド無しを意味します。
/dev/[r]smo/c?t?d?f<form> 

<forn> フォ ー マット形式種別0 or I 

内蔵ハ ー ドディスク
/dev/[r]sd/c0t0d0s0 - /dev/[r)sd/c0t0d0s7 

標準SCSI接綬、SCSI-ID2のハ ードディスク
/dev/[r]sd/c0t2d0s0 - /dev/[r]sd/c0t2d0s7 
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標準SCSI接挟、SCSI-ID6のCGMT
/dev/rsmt/c0t6d0 /dev/rsmt/c0t6d0n 

オプシロンSCSIスロット1 (IOC(S)、チャネル番号Ox60)接綬、
SCSI-ID4のl/2l1T

/dev /rsmt/clt4d0 /dev/rsmt/cl t4d0n 

オプシ日ンSCSIスロット2(1 OC(S)、チャネル番号Ox61)接桟、
SCSI-IDO、論理ユニット番号1の光磁気ディスク

/dev/[r]smo/c2t0dlf0 /dev/[r]smo/c2t0dlfl 

システム立ち上げ時に実装状懃となっているSCSIデバイスのスペシャルフ
ァイルは自動的に追加作成されます。実装状態とは、接院され電源が入って
いる状態を意味します。ただし、 ハ ードディスクの場合、configコマンドに
よる論理バーティシロン設定、 カ ーネルのMAKE、MAKEしたカ ーネルによる再
立ち上げ、を行った状態を意味します。

2. 2. 3 互換用スペシャルファイル

EWS4800/30ではE『S4800/10,20,50,60のスペシャルファイルとの互換を保つために互
換用のスベシャルファイルを作成しなければなりません。互換用スペシャルファイル
は、システム立ち上げ時に自動的に追加作成されるSCSIスペシャルファイルに、Inコ
マンドによりハ ードリンクして作成します。

各SCSIデバイスの互換用スペシャルファイルとSCSIスペシャルファイルの対応を以
下に示します。なお、システム立ち上げ時に接綬され、電源の入っているSCSIデパイ
スの構成情報（アドレス／装置種別）はscadmコマンドにより確認することができます。

・ ハ ー ドディスク
ハ ードディスクの互換用スペシャルファイルは、conflgコマンドによる論理バ

ーティシ•ン設定時に指定するユニット番号<unit>O,1,．．．とユニットアドレス
（スロット番号<sJot>/SCS I-ID<scs i-id>）の対応に基づき、自動的に作成されま
す。

• CGMT 

/dev/[r]dsk/<unit>O 
． 

． 

/dev/[r]dsk/<unit>7 

-> 

-> 

/dev/[r]sd/c<slot>t<scsi-ld>dOsO 

/dev/[r]sd/c<slot>t<scsl-id>d0s7 

CGMTの互換用スペシャルファイルは、CGMTを接読したスロット番号<slot>/
SCSI -ID<scs i-i d>を確認して、ユニット番号<unit>O,lい． ． を決めて以下の対応に
基づきハ ードリンクしてください。

/dev/rst/<unit>O 
/dev/rst/<unit>8 

-> 

-> 
/dev/rsmt/c<slot>t<scsi-id>dO 
/dev/rsmt/c<slot>t<scsi-id>dOn 

ただし、標準SCSI接続、SCSI-1D6のCGMTをユニット0としてデフォルトファイル
がインストールされています。

/dev/rst/00 
/dev/rst/08 

• l/2MT 

-> 

-> 
/dev/rsmt/c0t6d0 
/dev/rsmt/c0t6d0n 

1/2MTの互換用スペシャルファイルは、1/2MTを接読したスロット番号<slot>/
SCSI-ID<scsi-id>を確認して、以下の例を参考にハ ードリンクしてください。

mt（非SCSI)からの互換用スペシャルファイルの対応例

/dev/rmt/00 
/dev/rmt/08 

-> 

-> 
/dev/rsmt/c<slot>t<scsi-id>dO 
/dev/rsmt/c<slot>t<scsi-id>dOn 
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モデル20,60のSlitからの互換用スペシャルファイルの対応例

/dev/rsmt/32 
/dev/rsmt/33 

・ 光磁気ディスク

-> 

-> 

/dev/rsmt/c<slot>t<scsi-id>dO 
/dev/rsmt/c<slot>t<scsi-id>dOn 

光磁気ディスクの互換用スペシャルファイルは、光磁気ディスクを接挟したス
ロット番号<slot>/SCSJ-JD<scsi-ld>／論理ユニット番号<lun>を確認して、 ユニッ
ト番号<unlt>0,1,．．．を決めて以下の対応に基づきハ ー ドリンクしてください。

/dev/[r]od/<unit>O 
/dev/[r]sod/<unit>O 

-> 

-> 

/dev/rsmo/c<slot>t<scsi-id>d<lun>fO 
/dev/rsmo/c<slot>t<scsi-id>d<lun>fl 

／ 

C-6 



3 configコマンド使用上の注意

configコマンドを使用する際、EWS4800モデル30では従来機と以
下の点において、仕様が一部異なりますので注意が必要です。

(A) 「システム・オプシaン•ドライバの表示／変更」画面で設定可能な項目
(B) 「論理バーティシaンの表示／変更」画面

Cl) SCSI接税磁気ディスクサボ ー トにともなうユ ー ザインタフェ ー ス
(2)設定可能な各ディスクの容量とシリンダサイズ
(3)設定可能な基本ディスクの論理バーティシaンの既定値

(C)wswapバーティシaンの動的確保

本章では、 configコマンドを使用する上で従来機と異なる仕様を中心に
ご説明致します。

3. 1 「システム・オプシaン•ドライバの表示／変更」画面で設定可能な項目

EWS4800モデル30におけるハ ー ドウェア、 ソフトウェア構成に対応する
ため、 「システム・オうシaン•ドライバの表示／変更」画面は、表3. 1に示す
内容が表示されます。 ただし、従来機に表示されていた以下の内容は削除されます。

a. 基本装置接続CGMTの使用X1
b. I OC接綬CGMTの使用 *2
c. VME-SCSIボー ドの使用＊3
d. SCSI磁気テ ー プドライバの使用＊1
e. 磁気テ ー プ装置台数＊2

(*1) ドライバを一本化し、SCSI接綬CGMT/MTの使用に統合。
(*2) EWS4800モデル30では接紐不可。
(*3) VMEバスの実装状態を自動的にチェックし、初期化するため不要。
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［表3. 1 C O n f i 8"コマンドで設定できるデバイス一覧］ (1/2) 

画面表示内容（上段：日本語メッセ ー ジ、下段：英語メッセ ー ジ）

設定項目 I 設定値 I 範囲 I 備考 I

I

I 

磁気ディスク装置台数 I I 

I 
01-21 

Number of Hard Disk 

I 
I 論理パー ティシ＂ン表示／変更メニュ ーヘの移行 n I y/n 

Move to Display/Change Logical Partition Menu 

I セントロニクス・プリンタの使用 y I y/n 
I Use of Centronics Printer 

!

I 

SCSI接院CGMT/MTの使用 y I y/n 
| Use of SCSI CGMT/MT 

I 

I 

RS232C (I OC接椋）ボ ートの使用 n | y/n I 
Use of RS232C(IOC) Port 

I

I 

GP-IBポ ートの使用 n I y/n 
Use of GP- 18 Port 

I

I 
光磁気ディスクドライバの使用 n I y/n 
Use of Magneto Optical Disk Driver 

I

I 

BRANCH4680ポ ー トの使用 y I y/n 
Use of BRANCH4680 Port 

I

I 

VME-BRANCH4680ボ ートの使用 n l y/n l XI 
Use of VME-BRANCH4680 Port 

I

I 

B4680DINAの使用 n I y/n | X1 
Use of 84680D!NA x5 

I

I 

BRANCH4670ボ ー トの使用 n | y/n 
Use of BRANCH4670 Port 

I

I 
BRANCH4670TTYドライパの使用 n 1-y/n I X2 
Use of BRANCH4670 TTY Driver 
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［表3. 1 configコマンドで設定できるデパイス一覧］ (2/2) 

画面表示内容（上段：日本語メッセ ー ジ、下段：英語メッセ ー ジ）

設定項目 l設定値I範囲 I備考I
I I I I 

1
| 
B4670簡易DINAの使用

I 
n 

I 
y/n 1 :i:2 

I Use of EPV-DINA :i:5 

INFSの使用
I I I 

I 
y 

I 
y/n 

I I I Use of NFS 

I
I 
CCUポードの使用

I 
n 

I 
y/n 

I :,:5 
Use of CCU Board 

I
| 
BSCドライバの使用

I 
n 

I 
y/n 

I 
:i:3 

Use of BSC Driver :1:5 

I 
IHDLCドライパの使用

I 
n 

I 
y/n 

I 
:i:3 

Use of HDLC Driver :i:5 
I I | 

I :i:3 I
I 
x. 25ドライバの使用

I 
n 

I
'tin 

Use of X.26 Driver I :i:5 

1
| 
0s1ドライバの使用

I 
n 

I 
y/n 

I 
:i:4 

Use of OSI Driver :i:5 

INECウィンドウの使用 I y I y/n 
Use of NEC windo冑

I I 
N6966エミュレ ー タ•ウィンドウの使用

I 
n 

I 
y/n 

I 
X6 

I Use of N6965 Emu I etor Window 

I I MPPの使用
I I I 

I 
n 

I 
y/n 

I I Use of IMPP 

(:i:l) BRANCH4680ボ ー トの使用の有無をnとした場合、使用の有無がn
となります。
使用の有無をyとした場合、BRANCH4680ボ ー トの使用の有無もy
となります。

(:i:2) BRANCH4670ボ ー トの使用の有無をnと・した場合、使用の有無がn
となります。
使用の有無をyとした場合、BRANCH4670ボ ー トの使用の有無もy
となります。

(:i:3) CCUポ ードの使用の有無をnとした場合、使用の有無がnとなります。
使用の有無をyとした場合、CCUポー ドの使用の有無もyとなります。

(:i:4) HD LCドライパまたはx. 25ドライパの使用の有無をnとした場合、使
用の有無がnとなります。
使用の有無をyとした場合、HDLCドライバおよびx. 2 5ドライバの使
用の有無もyとなります。

(:i:5) WAN系ドライバインスト ー ル時のみ表示します。

(:i:6) NECウィンドウの使用の有無をnとした場合、使用の有無がnとなります。
使用の有無をyとした場合、NECウィンドウの使用の有無もyとなります。
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3. 2 「論理パー ティシaンの表示／変更」画面

3. 2. 1 SCSI接院磁気ディスク サボ ートにともなうユー ザインタフェ ー ス

SCSI接統磁気ディスクのサボ ートにと もない、 「論理バー ティシaンの表示
／変更」画面では、 ユ ニットアドレスに対する設定が必要となります。
このため、 「論理バーティシaンの表示／変更」画面 は図3. 2. 1に示すフォ ー

マットで表示されます。

ユニットアドレス：SCSIドライパが管理する各SCSI装置に対する一意
のアドレス（スロット番号十SCSI-ID十論理ユニッ
ト番号で表す）。

注意） ユニットアドレスに対する設定項目以外は従来機同様の機能を持ちます。

＊＊＊ 磁気ディスク装置の論理パー ティシaンの表示／変更 ＊＊＊ （1/ 1) 
＊＊＊ ュニット：nn ① *＊＊ 

ユニットアドレス： ② 
ディスクタイプ ： ［XJ 

｛スロット番号：［X] アドレス(SCSI-ID): [X] } 
{ l.147MBDK 2. 328MBDK 3 .  662MBDK } 

xxxMBDK 諸元は自 ； xxxx盟
シリンダサイズ：xxxxxxxx

プロック
xxxxxxxx 
xxxxxxxx 

シリンダ
xxxxxxxx 

1 
=============================================================================== 

表示単位
規定値設定
パーティシ買ンの設定モー ド

: [lJ {I.MB 2.プロック 3.シリンダ｝
: [ l] { 1．する2.しない｝
: [2] { 1.自動2 ． 手動｝

00:/root 01:swap 02:vrswap 03: /tmp 04: /usr 05:upart 06:upart 07:upart 
17tット xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx 
9イス• xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx 
りうイ7ント

処理終了：＾ W 処理取消：DEL 前画面： ＾ b 次画面： ＾ f 

［図3. 2. 1 論理パーティシ II ンの設定画面］

EWS4800モデル30では、図3. 2. 1論理バー ティシ g ンの設定画面に
示したように、以下の点において、従来槻とユー ザインタフェ ー ス仕様が一 部異な
ります。

注意）項目の種類が表示のみのものは ’ 表示 ’ 、ユー ザが入力するものは ＇ 入力 ’、と
（）内に記述します。

(1)メニュ ー ヘッダ（表示）

現在、 表示／変更中のディスクユニットに関して、従来槻では①のヘッダ部に
インチ種別を表示しましたが、EWS4800モデル30では、SCSIバス接
統のディスクのみ(8インチ接焼不可）のためインチ種別は表示しません。
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(2)ユニットアドレス（入力）

現在、表示／変更中のディスクユニットに関してスロット番号とアドレスを②
に入力します。

スロット番号はディスク装置を接院するスロット（コントロー ラ）番号を設定
します(I OP-SCSIは0固定、VME-SCSIは1~2までのスロット
番号）。アドレスは、SCSI装置に設定したSCSI-ID(0~6, 内蔵デ
ィスクは0)を設定します。論理ユニット番号は0固定のため入力不要です。
これによりSCSI装置とユニット番号の対応が一意に決定されます。

なお初期画面におけるデフォルト表示は両者とも空白です。

注意）VME-SCSI (I OC (S)）ボ ー ドを増設時に、ボ ー ド上のディ
ップスイッチで指定するチャネル番号を、 スロット1の場合6 o, スロ
ット2の場合61となるように設定願います。
内蔵ディスクのSCSI-IDは、， 0番に設定されています。
既存の増設ディスクを増設する場合、SCSI-IDは2番と3番を指
定して下さい。 （工場出荷時に設定される番号です。）

3. 2. 2 設定可能な各ディスクの容量とシリンダサイズ

EWS4800モデル30では、以下のディスク種別が選択可能です。

［表3. 2. 2-1 各機種におけるディスクタイプの表示内容〕

機種 I 表 示 内 容
| '· | 

3 o I 1 、 147MBDK 2 、 328MBDKI
13、 662MBDK I 

注意） 147MBDKは、既存の増設ディスクを増設する時のみ使用
可能です。既存の増設ディスクを増設する場合は、特殊ケ ー プ
ルが必要となるなどの制約があります。利用にあたっては必ず
担当営業または担当SEに御相談下さい。

選択可能なディスクの諸元について以下に示します。

（表3. 2. 2-2 ディスクタイプ別のディスク容霊とシリンダサイズ）

単位 I MB Iプロック Iシリンダ

I 

I 

147MBDK I 容塁
諸元

Iシリンダサイズ

I 140.47 

0. 17 

287700 822 

350 1 

l
| 

328MBDKI 容量 312.74 640500 1220 
諸元

I 1シリンダサイズ 0.25 525 l 

l

I 

662MBDKI 容量 631. 18 1292670 1626 
諸元

Iシリンダサイズ 0.38 795 1 
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3. 2. 3
 

設定可能な基本ディスクの論理パーティシロンの既定値

EWS4800モデル 30では、各ディスクタイプごとの既定値が以下の様に
変わります。

［
 

表3. 2. 3
 

規定値の設定 ）
 

328MB 662MB 

ト

ダ
ク

ー

ン
ツ

タ

リ
ロ
B

ス

シ
プ
M

数
数
数

ダ
ク

ズ

ン
ツ

イ

リ
ロ
B

サ

シ
プ
M

IパーティシeンNo Iスタ ー ト

I 
~ 

I シリンダ
I I プロック

I I MB 

数
数
数

ダ
ク

ズ

ン
ツ

ィ

リ
ロ
B

サ

シ
プ
M

゜

0
0
0
 

60 1 
31500 I 

15 I 

0
0
0
 

40 I 
31soo I 

15 I 

ー

60 
31500 

15 

30 I 
15150 I 

71 

40 
31800 

15 

20 I 
15900 1 

71 

2
 

90 
47250 

23 

12 I 
s300 I 

3 I 
60 

47700 
23 

8 | 
6360 I 

31 

3
 

102 
53550 

26 

1 8 | 
945□ I 

4 I 

68 
54060 

26 

12 I 
9540 I 

41 

4
 

120 
63000 

30 

1so I 
94500 I 

46 I 
80 

63600 
3 l 

120 I 
95400 I 

46 I 

5
 

300 
157500 

76 

300 I 
151500 I 

76 I 
200 

159000 
77 

475 I 
377625 I 

184 I 

6
 

600 
315000 

153 

300 I 
t575oo I 

76 I 
675 

536625 
262 

475 I 
377625 I 

184 I 

7
 

900 
472500 

230 

320 I 
1 68000 1 

82 1 

1150 
914250 

446 

476 I 
378420 I 

184 I 
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3. 3 wswapパーティシaンの動的確保

EWS4800モデル30では、NECウィンドウがオプシ l1 ン化（切り離し可
）されるためNECウィンドウの未使用時に、論理パーティシ l1 ンのswap傾域

を有効利用するため、NECウインドウが使用していたwswap領域をswap
領域に追加して動的に領域を確保し亥す。そのためwr,wa p領域のサイズは0、
オフセットは／tmPと同一 となります。

(1) 「システム・オプシnン•ドライバの表示／変更」でNECウィンドウあ
り(y)を指定した場合、wswap領域を確保します。

I ← (0 0)→ 1 ← (0 1) → 1 ←(0 2)→ 1 

， a b
 

c

 

I ←r o o t→ 1 ← , swap--—→ l ←wswaP→ 1 

(2) 「システム・オプシ II ン•ドライパの表示／変更」でNECウィンドウな
し(n)を指定した場合、wswap領減をswap領域へ追加します。

I ←(0 0)→1-(0l) → | 

I, a b
 

c

 

I ←r o o t→ 1 ← swap → | 
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4 システム障害時の対処

EWS4800/30では、!OPロー カルメモリとメインメモリのダンプ採取を連桟して行い
ます。 まず最初に、!OPロー カルメモリのダンプを採取して（フロッピィディスクl
~2枚）、引き続いてメインメモリのダンプ採取を行います。 ダンプの採取状況は、
STATUSパネルに表示されます。

STATUSバネル，MODEスイッチ及びDUMPスイッチは本体背面にオフセットされてい
ます。

4. 1 メモリダンプの採取

システムダウンやストールが発生した場合のダンプ採取方法について説明します。
（［］内の文字は、その時のSTATUSパネルメッセー ジです）

〇通常のダンプ採取方法
MODE 

①MODEスイッチを右図のようにセットします。 r-:----7 OFF 
| 1 

②DUMPスイッチを押すと、プザ ーが3回鳴ります。[E.2.J L-.:...:....:.. ON 

③フロッビィディスクをセットするとダンプ採取を開始します。[E.8./F..O.]

④一枚分ダンプを採取する毎にプザ ーが3回喝ります。 フロッピィディスクを
入れ換えて下さい。[E.2.]

⑤プザーが約10秒間嗚り絣けると正常終了です。[E.1.]

ODUMPスイッチを押してもダンプ採取できない場合の採取方法
MODE 

①l!ODEスイッチを右図のようにセットします。 r-:----7 OFF 

②RESETスイッチを押すと、 プザーが3回鳴ります。[E.2.] L....:....:.... ON 

③フロッビィディスクをセットするとダンプ採取を開始します。[E.8./E.0.]

④一枚分ダンプを採取する毎にプザ ーが3回嗚ります。 フロッピィディスクを
入れ換えて下さい。[E.2.]

⑤プザーが約10秒間嗅り綬けると正常終了です。[E.1. J 

以上の操作で!OPロー カルメモリとメインメモリのダンプが迎紐して採取されます。

異常終了の湯合はプザ ーが10回鳴ります。障害原因を取り除いて再度DUMPスイッチを
押して、初めからダンプを採り直してください。

次のような場合、 ダンプ採取は異常終了します。

•フロッピィディスクがライトプロテクトされている場合

•フロッピィディスクのフォ ー マットがIBM両面倍密形式でない場合

•フロッピィディスクの媒体陣害により書き込めない場合

くバネル表示の意味＞

E.8. : !OPロー カルメモリダンプ採取中
E.O. :メインメモリダンプ採取中
E.l.：正常終了
E.2.：フロッピィディスクの入れ換え待ち
E.3.：異常終了
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4. 2 ダンプ伸長出力

E応4800/30で採取したダンプのデー タ形式は、他のE『S4800シリー ズのダンプのデ ー

タ形式と異なるため、ダンプ伸長では、次のことに注意してください。

• E応4800/30で採取したダンプを伸長する場合は、必ずElfS4800/30のexdmpを使用
してください。

• ElfS4800/30のexdmpは他のEWS4800シリー ズのダンプ伸長も行えます。

• ElfS4800/30では!OPロ ー カルメモリダンプも圧縮しているので、必ずexdmpで伸長
してください。 コマンドの使用方法は、メインメモリダンプの伸長方法と同 一の
手順で行います。

4. 3 !OPロ ー カルメモリダンプについて

E胃S4800/30での!OPロ ー カルメモリダンプはデー タ圧縮を行っているため、以下の点
で他のEWS4800シリー ズの!OPロ ー カルメモリダンプと異なります。

•伸長したダンプファイルの先頭から512バイトはヘッダになっています。!OPロ ー カ
ルメモリの情報は、その直後からです。

• !OPロ ー カルメモリの開始アドレス及び終了アドレスに関する情報が必要な場合、
exdmp -d /dev/rfd/00 

と入力すると、関連情報と共にアドレスが画面に出力されます。
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5 コマンド

5. 1 MTMODE (1) 

本コマンドは従来互換のためにサボ ー トされていますが、モデル 30では意味を
持ちませんので使用しないように願います。

5. 2 CON F I G (1 M) 

EWS4800モデル 30では、本コマンドの機能が若干異なります。詳細は本
リリー スメモ付録Cの3「configコマンド利用上の注意」の項を参照下さい。

5. 3 SCADM(lM) 

SCSI デバイスの構成情報を表示するコマンドです。本コマンドはモデル
30でのみサポ ートされます。

名 前 scadm: SCSIデバイス構成情報の参照

形 式 ／usr/nec/bin/scadm

機能説明

scadmは、現在システムに実装されているSCSIデパイスの構成情報を表示します。
構成情報は、論理ユニットごとに一行づつ表示します。構成情報は自動的に、1))
期化時あるいはオ ー プン時に更新されますが、電源のON/OFFによるリアルタイム
な状態を管理するものではありません。

構成情報リストを次のフォ ーマットで表示します。

SLOT ID LUN ATTR PQ PDTYPE RMB ANSI CCS VENDOR-PARAM 
XX XX XX XXXXXXXXXX X XXXX X X X CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCC 

SLOT 
JD 

LUN 
ATTR 
PQ 
PDTYPE 
RMB 
ANSI 
ccs 

VENDOR-PARAM 

装置屈性一覧
DK147 
DK328 
DK662 
CGMT 
SMT 
00600 

周辺識別一覧

スロット番号
SCSI-ID 
論理ユニット番号
装置屈性名（装置屈性一覧参照）
周辺識別（周辺識別一覧参照）
周辺装置種別（周辺装置種別一覧参照）
取り外し可能媒体(I)，それ以外(0)
装置が満たしているANSI SCSI規格のパ ージ !I ン
CCSに準拠していない(0)，準拠している(l),SCSI-2に準拠(2)
装置のメー カ ー名、モデル名など

147MB磁気ディスク装置
328MB磁気ディスク装置
662MB磁気ディスク装置
1/4インチカ ー トリッジ式磁気テー プ装屈
1/2インチ磁気テー プ装置
600MB光磁気ディスク装置

〇 論理ユニットと周辺装置種別が結合されている。実装置の結合／ア
クセスの可否は不明。
タ ー ゲットは論理ユニットとしてこの周辺装置種別をサボ ート可能
だが実装置は接紐されていない。

2 R. F. U. 

3 タ ー ゲットは論理ユニットとして実装置をサボ ー ト不可能。このと
き、周辺装置種別は不明。

4-7 ベンダー 固有
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注 意

周辺装置種別一覧
DA 直接アクセス装置
SA 逐次アクセス装置
PRN プリンタ装置xl
PRC プロセッサ装置xl
WOR)I 追記型装置
CD CD-ROM装置*l
SCN スキャナ装置*1 
OM 光記憶装置xl
MC メディアチェンジャ装置＊1
COM 通信装置*l

装置種別不明

刈：本種別の装置は、現在サポ ートされていません。

電源の入っているSCSIデバイスのみ、実装されていると見なします。接続され
ていても電源がオフ状態の場合、構成情報リストは表示されません。また、論理
ユニットにおいては、論理ユニット （スレ ープ）が接続されていなくても、'SCSI
デバイスで有効であれば、構成情報リストが表示される場合があります。

5. 4 SCMKDEV ClM) 

SCSIデバイスのスペシャルファイルを自動生成するコマンドです。本コ
マンドはモデル8 0でのみサポ ートされます。

名 前 scmkdev :実装しているSCSIデバイスの／dev／エントリを追加します。

形 式／usr/nec/b i n/scmkdev_ 

機能説明

scmkdevは実装状態のSCSIデバイスを調べ、各SCSIデバイスについて以下のステ
ップを実行します。実装状態とは、接続され電源が入っている状態を意味します。
（実装状態は初期化あるいはオープン時に闘べられますが、電源のON/OFFによるリ
アルタイムな状態を意味するものではありません。）

ただし、ディスクに関しては、configコマンドにより論理バーティション設定
された状態を実装状態とみなします。

1. /dev/[r]<drv-name>ディレクトリを、名前c<slot>t<scsi-id>d<lun>:t:を
持つエントリについてチェックします。ここで、<drv-name>はSCSIデパ
イスを制御するデバイスドライバ名です。ディスクの場合はsd、CGMT,
1/2MTの場合はsmt、光磁気ディスクの場合はsmoです。<slot>はSCSIデパ
イスを接読したSCSIコントロー ラが差し込まれているスロットです。
（標準SCSIの場合は0、オプシaンSCSIの場合はVME-SCSl(IOC(S)）が差し
込まれている1から始まるスロット番号です。）＜scsi-id>はSCSIデバイス
に設定したSCSI-IDです。<lun>はSCSIデバイスが制御する論理ユニット
の番号です。（論理ユニット番号は通常0のみです。）

2.エントリが見つからない場合には、scmkdevはそのSCSIデパイスに対応す
る／dev/[r]<drv-nane>エントリを作成します。そして、/devファイルが
作成されたということを示すメッセージを表示します。また、ディスク
に関しては、互換用スベシャルファイル(/dev/[r]dsk/i)とのハ ードリン
クを行います。リンクファイルの対応はconfigコマンドにおける論理バ
ーティシaン設定メニュ ーの設定順により決定されます。
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以下にディスクのリンクファイルの対応例を示します。

(3台のディスクをスロット番号が0、 SCSI- IDが0,2,3の順に論理バーティシ g

ン設定を行った場合）

互換スペシャルファイル
/dev/[r]dsk/00 -> 

. 

． 

/dev/[r]dsk/07 -> 

/dev/[r]dsk/10 -> 
． 

． 

/dev/[r]dsk/17 -> 

/dev /[r ]dsk/20 . -> 
. 

． 

/dev/[r]dsk/27 -> 

関連ファイル

/dev/sd/* 
/dev/rsd/:i: 
/dev/rsmt/:i: 
/dev/smo/:i: 
/dev/rsmo/:i: 
/dev/dsk/:i: 
/dev/rdsk/:« 

SCSIスペシャルファイル
/dev/[r]sd/cOtOdOsO 

. 

． 

/dev/[r]sd/c0t0d0s7 
/dev/[r]sd/c0t2d0s0 

． 

/dev/[r)sd/c0t2d0s7 
/dev/[r]sd/c0t3d0s0 

． 

． 

/dev/[r]sd/c0t3d0s7 
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6 スペシャルファイル

E『S4800モデル30では、ディスクドライプのスペシャルファイルがsdに、CGMT、1/2MT
ドライプのスベシャルファイルがsmtになります。

各スペシャルファイルについて以下に示します。

6. 1 SD (7) 

名 前 sd: SC S Iダイレクトアクセスサプシステム

説 明

SCSIダイレクトアクセスサプシステムは、147MB,328MBまたは662MBの3つのサイ
ズのユニットから構成されています。

ファイル／dev/sd/cnltn2dn3s0.... /dev/sd/cnltn2dn3s7はコントロ ー ラnl、 タ ー ゲ
ット番号(SCSI-ID) n2、 ドライプユニット番号n3で示されるユニットのセクシaンを指
します。このスライシングによって、媒体が管理し易い単位に分割することができます。

/dev/sd ファイルがシステムの通常のバッファリングメカニズムを通じてディスクへ
のアクセスを提供します。 また、ディスクとユー ザ空間の間で指定アドレスから指定バ
イト数の直接転送を提供する"raw"インクフェ ー スもあります。ra'ディスクファイルの
名前がディレクトリ／dev/rsd内にあり、対応する／dev/sdファイルと同じです。raw 1/0 
では、読み取りおよび書き込みはワ ード境界で始まらなければなりません。 転送カウン
トは単ーバイトと同じくらい小さくすることができます。

config(IM)コマンドでユニットアドレスを指定することにより、/dev/sd.I dev/rsdフ
ァイルと従来の／dev/dsk,/dev/rdskファイルが対応付けられます。

関連ファイル

/dev/sd/:i: 
/dev/rsd/* 
/dev/dsk/:i: 
/dev/rdsk/:i: 
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6. 2 SMT (7) 

名 前 Silt : s Cs I シ ー ケンシャルアクセスデパイスドライパ

説 明

SMTは， I OP-SCSIパスに接続される1/4インチカ ー トリッジ式磁気テー

プ装置、及びVME-SCSIバスに接院される1/2インチ磁気テ ー プ装置へのイン
タフェ ースを提供します。

後述するスペシャルファイルを通して、RAW-I/0ィンタフェ ー スによる磁気テ
ー プ装置への1/0を実現します。

また、 i O C t Iシステムコ ールによるテー プ独自のオベレーシ II ンもサボ ー トし、
現行のST(7)、MT(7)、SMT(7)と同等の機能を有します。

テ ー プ上のデ ー タ単位：

テ ー プ上に記録される単位には、レコ ー ドとファイルがあります。

レコ ー ド：1回のw r i t eシステムコ ー ルで記録されるデ ー タ単位

ファイル：テ ー プマ ー クからテ ー プマ ー ク間に記録された複数のレコ ー ドから
形成されるデ ー タ単位

媒体上には複数のファイルを記録することが可能で、媒体の最終ファイルは、
1/4CGMTの場合、テ ー プマ ー ク十LEOM（特殊ギャップ）、1/2MTの
場合、 ダプルテ ー プマ ー クの存在により認諧できます。

記録密度：

SMTでサボ ートする媒体の記録密度は， 1/4CGMTの場合、 QIC-15
0、1/2MTの場合、1600BPI、 82508PIです。 1/2MTの場合
使用する記録密度はスペシャルファイルで指定します。

記録密度の指定は、BOTから書き込みを行う場合のみ有効であり、読み込み時
及びBOT以外からの菩き込みの場合は、媒体に記録されている記録密度に自動的
に設定されます。

c l o s e時の処理について：

c l o s eの最後にw r i t e オペレーシ l1 ンを行ったレコ ー ドの直後にテー プ
マ ー クを魯き込みます(1/4CGMTの場合1個、1/2MTの場合2個）。

o Pen してから1度も w r i t eを行っていない場合は、テ ー プマ ー クの醤き
込みは行いません。但し、O_WRONLYで o P e n した場合は、必ず c l o s 

e時にテ ー プマ ー クの沓き込みを行います。

w r i t eシステムコ ー ルについて

w r i t e システムコ ー ルにより、磁気テ ー プに酋き込み中に祖き込みの限界領
域(EOT)を検出すると、実際に苗き込めたパイト数をwriteシステムコ ー

ルのリタ ー ン値として返却します。読けてw r i t e システムコ ー ルを発行した場
合、実際の1/0は行わず、writeシステムコ ー ルはENOSPC (リタ ー ン
値： ー 1)で異常終了します。
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readシステムコ ー ルについて

r e a dシステムコ ー ルにより、磁気テ ー プから読み込み中にファイルマ ー クをに
検出した場合、readシステムコ ー ルの戻り値は次のようになります。

テ ー プマ ークのみを検出した場合

r e a d システムコ ールの戻り値は0になります

デ ー タ ＋
 

テ ー プマ ークを検出した場合

r e a d システムコ ー ルの戻り値は、実際に読み込めたパイト数となり、
絞けて発行されるre a d システムコ ー ルに対しては、実際の I/0 は行わ
ず、戻り値として0を返却します。

スペシャルファイル：

メジャ 一番号： 70
マイナ番号 ：下記の1バイトを10進数とした値
キャラクタ型

SCSI磁気テー プ装置のスペシャルファイル名は、/dev/rsmt/stringとなり
stringはマイナ番号に対応した文字列になります。

SMTにおけるマイナ番号と機能の対応は次の様になります。

MSB LSB 

17161514131211 IOI 
l l | l ' l  I' ， ＇ ， ＇ 

� I I I リワインド指定 ・
I I I しー記録密度指定(1 /2 MTのみ）
I I L— r e s e r v e 
| l s C S l - I D 
l スロット番号

・マイナ番号

（スロット番号）

装置に接紐されているボ ー ドのチャネル番号に対応します。・

(SCSI-ID) 

0から6の間で他の装置と重複が無いよう設定します。 SMT
では、 1/4CGMTの場合6を、 1/2MTの場合4を推奨
します。 (INSTALLコマンドでは、 1/4CGMTのS
CS I-IDを6としています）

（記録密度）

ピットが OFFの場合、 1600BPI 
ON の場合、 6250BPI 

（リワインド指定）

ピットが OFFの場合、
ON の場合、

リワインド有り
リワインド無し

です。

です。
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SMTのスペシャルファイルの基本形式を以下に示します。

形式： ／dev/rsmt/c<slot>t<scsi-id>d<lun><depend> 

説明： ＜slot> スロッ｝番号
0 : I OP-SCSI 
1-3:VME-SCSI 

<scsi-id> SCSI -ID: 0-6 
<Jun> 0 
<depend> リワインド無しの場合nを付与

記録密度(1/2MTのみ）の指定法は下記参照

SMTで使用するスペシャルファイルは、システム立ち上げ時、コマンドSC m 
kdevにより自動作成されます。ただし、装置の電源がOFFの場合は作成され
ませんので、システム立ち上げ時には必ず装置の電源をONにする必要があります。

E祁4800/10, 20, 50, 60との対応を以下に示します。

EWS4800/10, 20, 50, 60 

/dev/rst/00 
/dev/rst/08 
/dev /rmt/00 (1600bp i) 
/dev/rmt/08 

EWS4800/30 

/dev/rsmt/c0t6d0 c 
/dev/rsmt/c0t6d0n c 
/dev /rsmt/cl t4d0 c 
/dev/rsmt/clt4d0n c 

メジャ 一 番号 マイナ番号

0

0

0

0

 

7

7

7

7

 

48

49

96

97
 

上記スベシャルファイルのSCSI-IDの値は、SMTでの推奨値(1/ 4 C 
GMTの場合6、1/2MTの場合4)を例としています。なお、1/2MTを6
250BPIで使用する場合、mknodコマンドにより、スペシャルファイルの
追加が必要です。

SMTでの推奨ファイルを以下に示します。

E'{(S4800/10, 20, 50, 60 

/dev/rmt/10 (6250bpi) 
/dev/rmt/18 

EY/S4800/30 

/dev/rsmt/clt4d0h c 
/dev/rs日t/clt4d0hn c 

メジャ 一 番号 マイナ番号

0

0

 

7

7

 

8

9

 

9

9

 

マイナ番号で6250bpiを指定し(1600bpiのマイナ番号＋2)、ス
ペシャルファイル名に任意の文字列（上記対応表では"h ")を付与し，スペシャ
ルファイル名を識別します。

i O C t ]システムコ ールによるテー プオペレ ー シ a ン：

SMTでは、io c t lシステムコールによりデ ー タの読み酋き以外の様々なオ
ペレ ーシaンが可能です。

ioctl(fd, cmd, arg) 
int fd; 
int cmd; 
struct mtdata :i:arg; 

／＊ ファイル記述子 ＊／ 
／＊ 要求コマンド ＊／ 
／＊ 情報格納領域 ＊／ 
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情報格納領域ntdataの形式は以下のようになります。

struct mtdata { 
short 
long 
unsigned short 
long 
long 
long 

mt_op; 
mt_cnt; 
mt_sts; 
mt_resid; 
mt_fileno; 
mt_blkno; 

このうち、11t_stsの各ビットの意味は次の通りです。

I ビット位置 I 意味

1 5 I I/0正常終了

1 4 I 1/0異常終了

1 3 I 無効コマンド

1 2 I I/0不可

1 1 I 回復不能エラ ー

1 o I MT種別(1/4CGMT: 1, 1/2MT:O) 

9 1 記録密度 I 
8 I o o QI c -1 5 0-, I 

IO 1 QIC-120 ←- （1/4CGMTのみ） I 
I 1 O QIC-24 -」 |

71 テー プロ ー ド済み(1/2MTのみ）

61 
最終ファイルオ ー バー (1/4CGMT) 
BOT検出 (1/2MT) 

51 EOT検出

41 TM検出

31 リワインド中

ー
す
ー

21 プロテクト状態

1 I レディ状態

OI ノットレディ状態
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SMTでは以下の i o c t l コマンドをサボ ー トします。

a)MTIOCTOP 
mtdataで示される情報をもとに、テ ープに対してオペレ ー シaンを

実行します。オペレ ー シaンの種類はmt_op で指定しmt_cnt では
オベレ ー シaンの回数を指定します。実行可能なオペレ ー シaンを以下に示
します。

MTWEOF 

I 

I現在位置にテ ー プマ ークプロックを書く

MTFSF ファイル単位でテ ー プを進める

MTBSF ファイル単位でテ ープを戻す (1 /2MTのみ）

MTFSR lプロック単位でテ ープを進める

MTBSR I プロック単位でテ ープを戻す (1 / 2MTのみ）

MTREW I テ ー プを巻き戻す

MTOFFL Iテ ー プを巻き戻し，アンロー ドする

MTNOP IMTIOCGET と同じ動作

MTEOM I最終ファイルまでテ ー プを進める

MTRETEN
I 
Iテ ープのたるみをとる

MTERASE テ ー プの情報を消去する

b)MTIOCGET 

mt_sts, 11t_resid, mt_flleno, mt_blknolこ諸情報を設定します。

関連ファイル

/dev/rsnt/:t: 
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7 パネル表示

EWS4800モデル30では、 OSが本体後面のSTATUSパネルに出力しているバネルメッ
セー ジが異なります。 「システム管理／運用の手引き」付録Aバネル表示に以下の表
を追加して下さい。

EY/S4800/30のSTATUSバネルメッセ ー ジ一覧

パネル表示 意 味

0. 1. I 2'ndプー ト開始

0. 2. I MODEスイッチが o. 2, 4のいずれでもない

0. 3. I UNIXロード中

O. 4. I UNIXがファイルシステム上にない

0.5. I UNIXロー ド中にエラー発生

o. 6. I ディスクの読み込みに失敗した

O. 7. I !OPにリセットを発行したが失敗した

0. 8. I )OPファームウェアが ファイルシステム上にない

0. 9. I !OPファームウェアのファイルの大きさが0である

O.A. I IOPファームウェアロード中にエラ ー 発生

0. b. I CGMTプー トでロードすべきファイルが存在しない

0. C. I CGMTの読み込み中にエラー 発生

2.0. I UNIXが起動した

2. 1. I EEPROMヘデ ー タを書き込んだ

2. 2. I キャッシュフラッシュ完了

2. 3. I mllUテ ー プル生成完了

2. 4. I ttレジスタのセット完了

2. 5. I マッピングモー ド開姶

3. o. I 論理アドレスモー ドによるプログラム実行開始

3. 1. I デパイスイニシャライズ開始

3. 2. I デパイスイニシャライズ完了

3. 3. I FPUのイニシャライズ完了
I 

3. 4. I 全イニシャライズ完了

3. 5. I イニシャライズ異常終了
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パネル表示 意 味

5.0. 

5. 1. 

5.2. 

5.3. 

5.4. 

5.5. 

5.6. 

5.7. 

7.9. 

7.A. 

7.b. 

7.C. 

7.E. 

サプチャネルFF以外に対するSEIZEでエラ ー発生

lQM9Fコマンドでエラ ー 発生

コンソ ールウィンドウ生成中にCRLSコマンドでエラ ー 発生

コンソ ールウィンドウ生成中にCRSC/CRPSコマンドでエラ ー 発生

MVMSコマンドでエラ ー 発生

サプチャネルFFに対するSEIZEでエラ ー 発生

GPACTIVE CCEのコネクトコマンドでエラ ー 発生

GPACTIVE CCEコマンドでエラ ー 発生

バスエラ ー発生

バスタイムアウト発生

電源異常によりNM1割込が発生

メモリ異常によりNN1割込が発生

BIOS傾減不足

7.F. panic発生 l 
0,0, デパイスイ品Vャうイズ待ち I 

8,0, — デバイスイ品レャ94ズ申 (ph&ml) 
b,F, 

C,O,~ デバイスイニシャ9イズ申 (phuo2) 
F,F, 

l 
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8 ェラーメッセージ

モデル30特有のエラーメッセージについて示します。 「システム管理／迎用の手引き」の第5章
エラーメッセージに追加して参照されますようお穎い致します。

8. 1 UN IXシステム通知メッセージ

システムの状態に関する情報を示すメッセー ジで、 NOTICEが先頭に付きます。

(1) SCSIドライパ

SCSI: SCSI Bus Reset. 
slot:#(#) scsi-id:#(#) st:# 
『alt for about # second. [or] 

SCSI: Bus Device Reset. 
slot:#(#) scsi-id:#(#) st:# 
'ifait for about # second. 

SCSI: SCSI Device not on! ine. 
slot:#(#) scsi-id:#(#) lun:# psb:# dsb:# 

Bus Reset, Bus Device Resetを発行しました。
本処理は、SCSIバス障害復旧のための処理
です。

指定装置はオフライン状態でした。装置の電源
状慇、ケープルの接統状態及び、装置のSCSI-ID
を確認してください。

SCSI: Extended Sense Data Fornat not supported. 指定装置はSCSI仕様に準拠していない、ま
slot:11(11) scsi-id:11(11) lun:11 stb:＃ たはサポート外の装置と思われます。本装置は
stb:11 key:# asc:11 [or] E W Sには接綬できません。

SCSI: Logical Unit not supported. (SCSI仕様はSCS I-1 CCS準拠以降
slot:11(11) scsi-id:11(11) lun:11 です。）
psb:11 dsb:11 [or] 

SCSI: Returned Illegal Request for Inquiry, 
slot:11(11) scsi-id:11(11) lun:11 
stb:11 key:# asc:11 

(2)ダイレクアクセスドライパ

SD:..... (c:#, t:#,d:ll) 
Sense Key : Not Ready. 
Additional Sense Code :..... [or] 

SD: Target is BUSY. (c: #, t: #, d: ll) 
Sense Key :..... 
Additional Sense Code : ..... [or] 

so: Unit not ready (c:#,t:#,d:#) 

SD: ..... (c:#,t:#,d:#) 
Sense Key : Data Protect. 
Add It Iona I Sense Code : ..... 

磁気ディスク装置がレディ状態にありません。
おそらく、 ハードウェアの問題です。SCSI-ID
の重複などを確認します。リプートしても、本
事象が発生する様でしたら、サポ ー ト機関に迎
絡してください。

苗き込み禁止状態の磁気ディスク装置に対して
香き込み動作を行いました。 NEC提供の磁気
ディスク装置では、本メッセー ジは出力される
ことはありません。

SD: ·Unsupported re11ovable medium(c:11,t:ll,d:＃） 指定の装置はダイレクトアクセスドライバ（デ
[or] ィスクドライパ）でサボートしていません。
SD: Unsupported this ANSl_version(c:#,t:#,d:11) 指定のSCSI-IDに対応する装置を誼認してくださ
[or] ぃ
SD: Unsupported on this drive type (c:#,t:ll,d:11) 

(3)シーケンシャルアクセスドライパ

SMT: Aborted command (c:�,t:td:�) ストリーマ装置 (CGMT、 MT)からコマンド
が打ち切られました。おそらくハードウェアの問
題です。装置を立ちあげ直しても、発生する様で
したら、サボート機関に迎絡をしてください。
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SMT: Cannot find record (c:#,t:り，d:11)

SMT: Cannot find tape mark (c:#,t:#,d:#) 

SMT: Device not ready (c:ff,t:�,d:ff) 

レコ ー ドスキップを実行しようとした所、レコ ー

ド を検出出来ませんでした。実行オペレ ーシ l1 ン
を確認願います。

ファイルスキップを実行しようとした所、テープ
マー クを検出出来ませんでした。実行オペレーシ
ll ンを確認願います。

ストリーマ装置(CGMT、MT) がレディ状慇
にありません。媒体が装着されていないか 、BO
T検出中が考えられます。 ドライプに正しく媒体
を装着してください。

SMT: Operation error, read after write ストリーマ装置(CGMT、MT)では、リー ド
(c:li,t:li,d:#) [or] オペレーシロン直後のライト処理、及びlseek後
�MT: Operation error, forward space after write (forward space)のライト処理は行えません。
(c:#, t:＃，d: ＃） 

SMT: Write protect (c:n,t:#,d:#) 

SMT: Unsupported on this device type 
(c:ll, t:ll,d:#) 

SMT: Volume overflow (c:#,t:#,d:#) 

8. 2 UNIXシステム誓告メッセー ジ

書き込み禁止状態の媒体(CGMT、MT)に習
き込み動作を行いました。書き込み可能な媒体を
使用してください。

指定の装置はシ ー ケンシャル アクセスドライバ（
ストリー マ ドライパ）ではサポ ー トしていません。
指定のSCSI-IDに対応する装置を確認願います。

ストリー マ装置(CGMT、MT)に対するライ
ト系コマンド実行時、媒体の物理的終端に達しま

した。媒体交換後再度実行してください。

補正措置をとらないとUNIXシステムの機能停止が有り得ること を示すメッセー ジで、WARN

ING が先頭に付きます。

(1) SCSIドライバ

SCSI: CONNECT ERROR. 
slot:#(#) scsi-id:ll(ll) st:# 

SCSI: Dup Ii cate Channe I Number for VME SI ot. 
slot:n ch:#,n 

SCSI: Failed in Al location of Logical 
Unit Table. slot:#(#) scsi-ld:#(#) tun:# [or] 
SCSI: Falied in Allocation of SCSI 
Adrtln l/0 Block. [or] 
SCSI: Failed in Allocation of SCSI 
Equipped Device Table. 

SCSI装置への命令発行がエラ ー となりました。
おそらくハ ー ドウェアの問題です。サポ ー ト機関
に迎絡してください。

VMEスロットに増設されたVME-SCSI ( 
(IOC(S)）の、チャネル番号の設定 が韮複してい

ます。 ポー ドのチャネル 番号の設定値を確認して
ください。
(Ox50とOxBOの設定は同 一 番号と見なされます。 ）

カ ー ネルメモリアロケ ー タから利用できる仮想記
憶がありません （指定のSCSI装菰に対する処
理は異常終了します）。この誓告が繰り返し発生
する様でしたらリプ ー トしてみてください。本事
象が繰り返し発生する様なら、これは現在のカ ー

ネル、システム負荷、またはそのいずれか をサボ
ー トするメモリが足りない事を示します。物理メ
モリを追加するいか、システム負荷 を放らすか、
または、より小さなOSのコンフィギュレ ーシ I!

ン（未使用モジュ ー ルを外し変更可能設定値を問
正します ） を行ってください。
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SCSI: Failed in Auto Request Sense. 装置へのSCSIコマンドの発行が異常終了しま
slot:11（井）scsi-id:11(11) lun:11 psb:11 dsb:11 [or] した。 おそらくハ ードウェアの問題です。 サポー

SCSI: Failed in Inquiry. 卜機関に迎絡してください。
slot:り（II) scsi-id:11(11) lun:11 stb:11 key:11 asc:11 

SCSI: Hardware ERROR. 
slot:lt(II) scsi-id:り（＃）Jun:# psb:# dsb:11 

SCSI:. INITIALIZE ERROR. 
slot:11(11) scsi-id:11(11) st:# [or] 

SCSI: SEIZE ERROR. 
slot:11(11) scsi-id:11(11) st:# 

SCSI: INPUT CPU# ERROR. 
slot:#(#) scsi-id:11(11) st:# [or] 

SCSI: INPUT INITIAL STATUS ERROR 
slot:り（＃）scsi-id:11(11) st:� [or] 

SCSI: VME SCSI Board PCU ERROR. 
s Io t: II (II) in its t: # 

SCSI: No Status Byte ERROR. 
slot:11(11) scsi-id:11(#) lun:# psb:ll dsb:け

SCSIコントロー ラで致命的なエラーが発生し
ました。 ハードウェアの問題です。 サボート機関
に迎絡してください。

Bus Reset, Bus Device Reset等を行うコントロ
ー ラヘの命令がエラーとなりました。 おそらくハ
ードウェアの問題です。 サボート機関に迎絡して
ください。

立ち上げの際、コントロー ラヘの命令あるいはV
ME -SC S I (IOC(S)）でエラー が発生しました。
ハードウェアの問題です。 サボート機関に迎絡し
てください。

SCSI 装置がSC S Iコマンド完了の際の、ス
テー タスバイトを返却しませんでした。 ハードウ
ェアの問題です。 サボート機関に連絡し七

＇

くださ
ぃ。

SCSI: Returned Busy for Inquiry. SCSI装置がピジ ー状態になっています。 ハー

slot:#(#) scsi-id:ll(ll) Jun:# stb:ll key:# asc:＃ドウェアの問題です。 リプートしてみてください。
繰り返しこの醤告メッセー ジが発生する様でした
ら、 サボート機関に連絡してください。

SCSI: SCSI Bus Locked. 
slot:#(#) scsi-id:l!(#) lun:# psb:# dsb:# [or] 

SCSI: SCSI Bus Parity ERROR. Retn. 
slot:#(#) scsi-id:#(#) Iun:# psb:# dsb:# [or] 

SCSI: Software Timeout. 
slot:#(#) scsi-id:#(#) lun:# time:# 

SCSI: SCSI Bus Lock ERROR. 
slot:#(#) scsi-id:ll(ll) lun:# psb:# dsb:l! [or] 

SCSI: Software Timeout ERROR. 
slot:l!(ll) scsi-id:＃（ll) I un:り［or]

SCSI: Retry over. 
slot:#(ll) scsi-id:ll(ll) lun:井psb:# dsb:# 

SCSI: SCSI Bus Reset by other Target. Retry. 
s!ot:tt(l!) scsi-id:l!(l!) lun:ll psb:ll dsb:l! 

SGS I: Stra't Interrupt. 
slot:11(11) scsi-id:11(11) lun:11 

SCSI: VME Bus ERROR. 
slot:11(11) scsi-id:11(11) lun:11 psb:11 dsb:11 

.,·...' 

＇，． ヽ'I

SCSI パスにおいて、 パス院害が発生しました。
ケープルの接続状態、終端抵抗の有無を確認して
ください。 EWS4800シリー ズではBus·.Reset, 

Bus Device Resetにより、 パス及びデパイスの初期
化を行い、自動復旧します。
シ ー ケンシャルデパイス （ストリー マ）は、装置の
初期化により自動的にリワインドが行われます。 再
度、同 一処理を行ってください。

SCSIパス降害の復旧ができませんでした。 ケー

プルの接読状態、終端抵抗の有無の硝認後、 リプー

トしてみてください。 繰り返しこの昔告メ；ッセー ジ
が発生する様でしたら、 ハードウェアの問題です。
サボ ート機関に迎絡してください。

SCSI装皿への命令発行中、他の装置によりSC
S Iパスがリセットされました。 EWS4800シ
リー ズ用ではない装置が接紐されていないことを確
？忍してください。

SCSI装固からの割り込みが無視されました。
パス茄宮復旧の際に発生する場合があります。

VMEパス上でエラーが発生しました。 VME-S
CS I (IOC(S)）ポードが、 スロットに完全に抑入さ

れていることを確認し、リプートしてみてください。
繰り返しこの誓告が発生する場合は、 ハードウェア
の問題です。 サポート機関に迎絡してください。

、

い`

 

，
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SCSI: Unknown ERROR. 
slot:ll(ll) scsi-id:ll(ll) lun:ll psb:# dsb:ll 

(2)ダイレクトアクセスドライパ

Format ERROR! I (c:11, t:ll,d:11) [or] 
Mode Sense ERROR! I (c:11, t:11,d:ll) [or] 
Read Capacity ERROR I I (c:11, t:ll,d:11) [or] 
Verify ERROR I I (c:11, t:11,d:II) [or] 
PD INF. Write ERROR!! (c:ll, t:11,d:ll) 

SD: System Generation error. Unmach unit 
address (c:11,t:11,d:II) 

認聞できないェラ ー が発生しました。 装置間でSCSI
-IDの重複がないことを確認してください。

フォ ーマット処理が異常終了しました。 おそらく
ハ ー ドウェアの問題です。 ケ ープルの接院状態、
終端抵抗及び、SCSI-IDを確認してください。
再フォ ー マットしても発生するようでしたら、サ
ボ ート機関に迎絡してください。

config(lM)コマンドによる、 システム生成が正し
く行われていません。 バー ティシaン設定時のア
ドレス設定を接統装置に合わせ、設定してくださ
い。

SD: Unsupported this product-ID(c:#,t:#,d:＃） 指定の装置はダイレクトアクセスドライパ（ディ

SO: SCSI Bus-Timeout. (c:tt, t:tt, d:tt) 

SD;..... (c:11, t:11,d:II) 
Sense Key : Medium Error. 
Add I tlona I Sense Code : 

SD:..... (c: #, t: #, d: #) 
Sense Key : Hard1Tare Error. 
Additional Sense Code : ..... 

so:..... (c:#,t:#,d:#) 
Sense Key : 111 ega I Request. 
Additional Sense Code : 

SD:.... . (c:#, t:#,d:#) 
Sense Key : Aborted Command. 
Additional Sense Code : 

SD:. .... (c:#, t:tt,d:#) 
Sense Key : Miscompare. 
Additional Sense Code : 

SD: #1 (c:#,t:#,d:#) 
Sense Key : #2 
Additional Sense Code : #3 

スクドライパ）でサポ ートしていません。
指定のSCSI-IDに対応する装置を確認してくださ
ぃ。

装置に対するアクセスが、 ソフトウェアのタイマ
により異常終了しました。 おそらくハ ードウェア
の問題です。 装置の電源、ケ ープルの接続、およ
び終端抵抗などを碓認してください。

後発の不良ディスクプロックが発生しました。
fsck(lM)などで不良ディスクプロックの位置を閲
べ、不良ディスクプロックの回復を行います。

磁気ディスク装置に依存する隠害が発生しました。
おそらくハ ー ドウェアの問題です。 サポ ート槻関
に迎絡してください。

コマンドプロック (CD B)記述に不正が検出さ
れました。 ケ ープルの接続や、SCSI-IDの重複など
を確認してください。 繰り返し発生する様でした
ら、サボ ート機関に迎絡しください。

装置よりコマンドが打ち切られました。 おそらく
ハ ードウェアの問題です。 サボ ート機関に迎絡し
てください。

VERIFYコマンドで媒体から読み取られたデー タが
元のデータと一致しませんでした。

その他メッセー ジを出力します。
本、メッセー ジの詳細については、 S C S I＊の
規格苦を参照してください。
Ill Status Byte 
112 Sense Key 
113 Additional Sense Code 
*ANS I (American National Standard lnsti
tute)のX3.131-1986として制定された標準規格に
韮づきます。
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(3)シー ケンシャルアクセスドライパ

SMT: EQT marker detected (c:tt,t:tt,d:#) 

8. 3 UNIXシステムパニックメッセー ジ ・

ストリ ーマ装置に対するライト系コマンド実行時
媒体の論理的終端に連しました。 コマンドを継紐
して実行する場合は、楳体を交換してください。

UNIX オペレーティングシステムを停止させる必要のあるような深刻な問題が起きたことを示す
メッセー ジで、 PANIC が先頭に付きます。

(1)ダイレクトアクセスドライバ

so: Unsupported on this open type II 
(c:11,t:11,d:#) [or] 
so: Unsupported on this close type II 
(c:#,t:11,d:#) 

ダイレクトアクセスドライバ（ディスクドライパ
）でサボ ー トしていないオ ー プン種別で、 オ ー プ
ンを実行しました。

SD: Unsupported this product-ID II (c:11,t:tt,d:#）指定の装置はサボ ー トしていません。本装置を取
りはずし、再度立ち上げ直してください。
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9 その他

9. 1 本体前面の電源スイッチによるシャットダウンについて

EWS4800/30では、本体前面の電源スイッチにより、自動的にシャットダウンを行
行い、 電源を落とす槻能がサポ ー トされています。 この機能は、本体前面の電源ス
イッチを押すだけで起動されますので使用にあたっては、十分注意してください。
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付録D. R7.1からのリピジョンアップのお客さまへ

R7.lからR7.2へのリビションアップ時には、 それまであったすべてのファイルを消去する、新規インストール

を行っていただくことになります．

そのため、 インストールを実施する前に、 R7.l上の必要なファイルをフロッビィ ・ CGMT等にバ ックアップし

てください． その後、 インストールが完了したら、 バ ックアップしたファイルをリストアしてご利用ください．
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付録E. R7.1で、既に662MBDKをご使用のお客様へ

現在、 R7.l で 662MBDIくをご使用のお客様は、以下の障害が発生する可能性があります．
該当するお客様は、早急に以下に示す対処をしていただくようお願い致します．

現象：

662MBDIくの各パーティションをフルに使用すると， そのアクセスがエラーとなったり、連続している次のバー
ティションに対してリードができなくなる．

対象：

EWS4800 シリーズ モデル 30 に 662MBDIくを接続（内蔵または増設）している場合．

対処法：

以下の手順で作業を行って下さい．

1. 該当するファイルシステムのファイルをパックアップする

root> cd X双

root> taェ· -cvfb /dev/rst/00 20. 

2. R7.2 をインストールする．

：パックアップしたいディレクトリ (xxx) へ移る．

：ファイルをバックアップする． （注）

:Ri.2 リビジ曰ンアップ実行．

3. config::rマンドを実行し、バーティションを設定し直す．

root> config :config コマンドを起動

「論理パーティションの表示／変更」画面で、該当する 662MB ディスクに対し「既定値の設定」に「1 」と入

力し、一度全パーティションを既定値に戻す．

ここで既定値以外のパーティション設定を行いたい湯合、各バーティションに必要な値を入力する．

その後、メインメニュ ーで「ファイル出力」を選択してコマンドを終了する．

4. カ ー ネルを MAKE し、新カ ー ネルでシステムをリプートする．

root> cd /etc/conf; MAKE 

root> cd /; shutdo1m -r/etc/conf/unixXXX 

：カ ー ネルを再作成する．

：新カ ー ネルでリブートする．

(unix.XXXの XXX は、 config コマンドで指定したシステムノ ー ド名）

5. 3. で設定した新しいパーティションサイズで各パーティションを mkfs し直す．

root> umount X双

root> mkfs /dev/rdsk/ YY - f

ヽ

root> mount /dev/dsk/YY XXX 

6. 1．でセー プしておいたファイルをロ ードする

root> cd X双

root> tar -xvf /dev/rst/00 

root> sync; sync 

:mkfs し直すパーティションを一旦、アンマウントする．

(XXXは、パックアップしたディレクトリ）

：正しいパーティションサイズでファイルシステムを作成する．

(yyは、対象とするバーティションのスペシャルファイル）

：新しいファイルシステムを再マウ イントする．

：復旧したいディレクトリ (XXX) へ移る．

：退避しておいたファイルをリストアする（注）

：システムパッファの内容をディスクに書き込む．

（注）この例は、tarコマンドでSCSI-CG MT Iこパブクアップを行う場合でナ．閉、セーブデークは、 二重化する、あるいはセ ー

プ内容を確認する笞してデークの保全を行うことをお勧めしまナ． パックアップは、tar, cpio, far, cp 笞のコマンドを用いて、フ

ロブビィ、 MT、他ディスク装置笞にとることができまナ．コマンド、ほ体には、 ファイルサイズ第に応じて適切なものを選択して

下さい． また、ネットワークを用いるのも良いでしょう．なお、 ddコマンドはバックアップには使用しないで下さい．
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